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令和元年度和束町決算特別委員会 

 

○議長（小西 啓君） 

 皆さん、おはようございます。本日は、決算特別委員会にご参集いただき、ご苦労

さまです。 

 初めての決算特別委員会でありますので、委員会条例第９条の規定によりまして、

年長の岡田 勇委員に臨時委員長をお願いいたします。臨時委員長と交代します。 

○臨時委員長（岡田 勇君） 

 年長のゆえをもちまして、私、岡田 勇が臨時委員長の職務を行います。 

 ご協力をお願いいたします。 

 ただいまから、決算予算特別委員会を開会いたします。 

 これより、決算特別委員長の選挙を行います。 

 委員長の選挙は、指名推選の方法により行いたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 

 したがって、委員長の選挙は、指名推選の方法で行います。 

 指名は、私から指名したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 異議なしと認め、私、岡田 勇を委員長に指名いたします。 

 ただいまの指名にご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 

 したがいまして、私、岡田 勇が委員長に当選いたしました。 

 ただいまから委員長に当選しました、私、岡田 勇が委員長就任の挨拶をいたしま

す。 

○１番（岡田 勇君） 
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 就任に当たりまして一言ご挨拶を申し上げます。 

 ただいまは皆様方のご推挙によりまして、決算特別委員長という大役をお受けする

ことになりました。皆様のご協力を得まして、一生懸命努めてまいりたいと思ってお

りますので、どうぞよろしくお願いを申し上げます。 

 さて、平成３０年度の予算につきましては、少子化対策等、暮らしの安心安全を重

点に置き、将来を見据えたまちづくりを進めるという施政方針の下、前年度に引き続

き、国の地方創生推進交付金を活用した事業なども盛り込まれた予算でありました。

このような中、さまざまな事業が執行され、今後、この平成３０年度の決算が令和元

年度にどのように生かされていくのかということも踏まえ、委員の皆様におかれまし

ても活発な質疑を行っていただきたいと思います。 

 また、町長初め理事者の皆様方におかれましても明快なる答弁をお願いいたします。 

 ２日間お世話になりますが、スムーズな審議になりますようお願いを申し上げまし

て、就任に当たりましてのご挨拶とさせていただきます。 

 どうぞよろしくお願いをいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 それでは、副委員長の選挙を行います。 

 副委員長の選挙は、指名推選の方法により私から指定いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 異議なしと認め、副委員長に岡田泰正委員を指名いたします。 

 ただいまの指名にご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 

 したがって、岡田泰正委員が副委員長に当選されました。 

 岡田泰正委員にこの旨、告知いたします。 

 これより議事に入ります。 

 本委員会に付託された認定第１号から認定第７号まで、平成３０年度和束町一般会
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計歳入歳出決算認定及び和束町各特別会計歳入歳出決算認定についてを一括議題とい

たします。 

 提案理由については、１１日の本会議で述べられましたので、最初に、平成３０年

度決算審査意見書について、監査委員である村山一彦委員より報告願います。 

 村山一彦委員。 

○監査委員（村山一彦君） 

 おはようございます。 

 監査意見ということで述べよということで、皆さんのお手元にございます平成３０

年度決算審査意見書の朗読をもちまして、監査報告とさせていただきます。 

 よろしくお願いします。 

 それでは、１ページをおあけください。 

平成３０年度決算審査意見書 

 地方自治法第２３３条第２項及び第２４１条第５項の規定により、平成３０年度和

束町一般会計及び６特別会計の歳入歳出決算並びに基金の運用状況について審査した

ので、次のとおり意見書を付する。 

 令和元年８月２８日 

                      和束町監査委員  藤 木 貞 嗣 

                         同     村 山 一 彦 

 第１ 審査の期日 

 令和元年７月２５日、７月３１日、８月７日、８月２８日（延べ４日間） 

 第２ 審査の対象 

  １ 一般会計及び特別会計決算 

    平成３０年度和束町一般会計歳入歳出決算 

    平成３０年度和束町湯船財産区特別会計歳入歳出決算 

    平成３０年度和束町国民健康保険特別会計歳入歳出決算 
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    平成３０年度和束町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算 

    平成３０年度和束町下水道事業特別会計歳入歳出決算 

    平成３０年度和束町介護保険特別会計歳入歳出決算 

    平成３０年度和束町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 

  ２ 基金運用状況 

    和束町用品調達基金 

    「くらしの資金」貸付基金 

 第３ 審査の手続き 

 この決算審査に当たっては、町長から提出された各会計歳入歳出決算書、歳入歳出

決算事項別明細書、実質収支に関する調書及び財産に関する調について、計数に誤り

はないか、財政運営は健全か、財産管理は適正か、さらに予算の執行に当たって関係

法令に従って効率的になされているか等に主眼をおき、関係諸帳簿及び証拠書類と照

合し、併せて関係職員の説明を求め審査を実施した。また、基金についてはその設置

目的にそって適正に運用されているか、計数は正確であるかなどを審査した。  

 第４ 審査の結果 

 審査に付された一般会計及び特別会計の歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細

書、実質収支に関する調書及び財産に関する調は法令に準拠して作成され、かつ正確

に表示されているものと認める。また、各調書の計数は歳入・歳出簿その他関係諸帳

簿と符合しており、各会計の決算内容及び予算の執行についても適正に執行されてい

るものと認める。 

 各会計及び基金の審査の結果及び意見は、次のとおりである。 

 １ 一般会計 

 （１）決算の状況 

 平成３０年度一般会計決算額は、下表のとおり歳入総額３２億５,７８７万円、歳

出総額３１億２３５万８，０００円で、前年度と比較すると歳入で△０.２％、歳出
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で△１.０％それぞれ減額となった。 

 ５年度の推移を表にあらわしております。お目通しください。 

 歳入では、前年度と比較して町税が５０６万２,０００円(１.３％)、国庫支出金が

１ ,３１３万７ ,０００円（７ .３％）、繰越金が３ ,４８２万８ ,０００円（３７.

１％）、町債が８,６４０万円（２９.９％）それぞれ増加したものの、地方交付税が

△１,１０８万６,０００円（△０.７％）、府支出金が△１億３,２２３万４,０００

円（△３８.９％）、繰入金が△９４０万円(△１２.１％)それぞれ減少している。 

 歳出では、前年度と比較して衛生費が３,２９６万１,０００円（７.９％）、土木

費が１,１７１万４,０００円（７.９％）、災害復旧費が８,３２６万２,０００円

（４３６.４％）、公債費が１,０９６万６,０００円（２.８％）それぞれ増加したも

のの、総務費が△２,２００万円（△３.４％）、民生費が△３,４８７万３,０００円

（△５.１％）、農林業費が△８,７８５万６,０００円（△３２.８％）、商工費が△

１,８８１万８,０００円（△２５.０％）それぞれ減少している。 

 歳入歳出決算状況は、次のとおりである。 

 お目通しください。 

 実質収支額は、１億２,５８４万５,０００円の黒字となり、前年度より２,５３２

万９,０００円増加している。実質公債費比率については、１１.３％と平成２６年度

と比較すると３.１ポイント低くなり安定している。また、町債現在高は繰上償還を

実施されているものの平成２６年度と比較すると１億３,４８７万２,０００円（３.

９％）増加している。 

 歳入の款別の決算状況は、次のとおりである。お目通しください。 

 ア 町税 

 当年度の町税の決算状況を見ると、予算現額３億８,１５万４,０００円に対し、調

定額４億１,７３１万５,０００円、収入済額３億９,９３２万５,０００円となってい

る。 
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 収入済額は、現年度分３億９,２６３万４,０００円と滞納繰越分６６９万１,００

０円と合わせ３億９,９３２万５,０００円で、前年度決算額３億９,４２６万３,００

０円より５０６万２,０００円（１.３％）増加している。 

 町税の調定及び収入状況は、次のとおりである。お目通しください。 

 税目別に見ると現年課税分の個人町民税の徴収率が９９.４％と前年度と比較して

０.２ポイントの増加、法人町民税の徴収率が１００.０％と前年度と比較して０.４

ポイントの増加、固定資産税の徴収率が９８.７%と前年度と比較して０.８ポイント

の増加、軽自動車税の徴収率は９８.１％と前年度と比較して０.４ポイントの増加、

市町村たばこ税は前年度と同じ１００％の徴収率となっている。 

 滞納繰越分の個人町民税の徴収率は５８.０％と前年度と比較して１９.２ポイント

の増加、法人町民税の徴収率が４.８％と前年度と比較して１.５ポイントの増加、固

定資産税の徴収率が２９.３％と前年度と比較して２.２ポイントの増加、軽自動車税

の徴収率は２７.２％と前年度と比較して３.９ポイントの増加となっている。 

 町税全体を前年度と比較すると収入済額は３億９,９３２万５,０００円で５０６万

２,０００円増加、徴収率は９５.７％で１.３ポイント好転している。 

 府内１１町村平均との比較表がございます。お目通しください。 

 町税の徴収率を府内１１町村と比較してみると、平成２９年度の現年課税分につい

ては、△０.８ポイント下回っており、滞納繰越分についても△０.１ポイント下回っ

ている。府内町村並みに徴収率のアップに努める必要がある。 

 イ 使用料・負担金 

 住宅使用料の現年度分の収入済額は８２６万８,０００円で前年度と比較して１６

０万３,０００円増加しており、徴収率は８７.０％（前年度７９.１％）で７.９ポイ

ント増加、過年度分の収入済額は５０万７,０００円で前年度と比較して１８万９,０

００円増加し、徴収率は３.４％（同２.３％）となっており、大幅に徴収率が好転し

た。 
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 また、保育料の現年度分の収入済額は１,０８１万６,０００円で前年度と比較して

４３万７,０００円減少しているものの、徴収率は１００％（同９９.９％）で０.１

ポイント増加、過年度分の収入済額は６万１,０００円で前年度と比較して△１１万

２,０００円減少しており、徴収率は１８.４％（同３４.５％）で△１６.０ポイント

減少している。 

 ウ その他 

 町税と共に重要な一般財源である地方交付税は、普通交付税及び特別交付税を合わ

せ総額１６億１,９０８万７,０００円で、前年度と比較して△１,１０８万６,０００

円（０.７％）の減少となっている。 

 国庫支出金は１億９,２５６万８,０００円で、道路橋りょう災害復旧費負担金（明

繰）や社会資本整備総合交付金の増加に伴い、前年度と比較して１,３１３万７,００

０円（７.３％）の増加となっている。 

 一方、府支出金は２億８１２万円で、産地パワーアップ事業補助金の皆減に伴い、

前年度と比較して△１億３,２２３万４,０００円、（△３８.９％）の減少となって

いる。 

 町債は３億７,５３０万円で、グリンティ和束整備事業や町道拡幅改良事業、災害

復旧事業等の増加に伴い、前年度と比較して８,６４０万円（２９.９％）の増加とな

っている。 

 （３）歳出 

 歳出を目的別に分類すると、次のとおりである。お目通しください。 

 目的別歳出では、前年度と比較すると、衛生費は下水道事業特別会計繰出金や国民

健康保険特別会計(直診勘定)繰出金等により３,２９６万１,０００円（７.９％）の

増加、土木費は町道拡幅改良事業等により１,１７１万４,０００円（７.９％）の増

加、災害復旧費は道路・河川や農業用施設災害復旧事業等により８,３２６万２,００

０円（４３６.４％）の増加となっている。 
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 一方、総務費はスマートワーク・イン・レジデンス改修事業の皆減等に伴い△２,

２００万円（△３.４％）の減少、民生費はすこやかエンジェル基金積立金の皆減等

に伴い△３,４８７万３,０００円（△５.１％）の減少、農林業費はグリンティ和束

整備事業を実施したものの、産地パワーアップ事業の皆減等に伴い△８,７８５万６,

０００円（△３２.８％）の減少、商工費は過疎地域自立活性化交付金事業（ゴルフ

カート等）やお茶の京都関連事業等の終了に伴い△１,８８１万８,０００円（２５.

０％）の減少となっている。 

 歳出を性質別に分類すると、次のとおりである。お目通しください。 

 ２ 特別会計 

 （１）湯船財産区特別会計 

 決算状況は、次のとおりである。 

 過去５年間の推移が記してありますので、お目通しください。 

 決算額は、前年度と比較すると、歳入が６０４万５,０００円（９１.５％）、歳出

が６０９万２,０００円（１０５.１％）増加した。歳入では、立木伐採補償料による

財産収入が８６５万円収入されており、歳出でそのうちの一部（８５５万５,０００

円）を財政調整基金へ積立している。 

 湯船財産区財政調整基金繰入金２５０万円が収入されたことにより７６万１,００

０円の黒字となった。また、８５５万５,０００円を積立したことにより基金残高は

１,２０２万５,０００円まで増加したものの、数年後には基金の枯渇が迫っているた

め、抜本的な改革を早期に実施する必要がある。 

 （２）国民健康保険特別会計 

 ①事業勘定の決算状況は、次のとおりである。お目通しください。 

 決算額は、歳入７億５,２０１万８,０００円、歳出７億１７０万円で、歳入歳出差

引額は５,０３１万８,０００円の黒字となっている。平成３０年度から都道府県が財

政運営の責任主体となり、財政規模・財政構造ともに大きく変わったことにより、歳
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入総額は△８,２１７万５,０００円（△９.９％）の減少、歳出総額も△７,９８１万

６,０００円（△１０.２％）の減少となっている。内訳を前年度と比較すると、保険

給付費が１,１８６万４,０００円（２.６％）増加、保健事業費は△８４万８,０００

円（△７.７％）減少し、財政調整基金に２,０００万円を積み立てしている。 

 国民健康保険税徴収状況 

 前年度比較を記してありますので、お目通しください。 

 国民健康保険税収入額は、現年度分（一般者分）が１億４,９６９万１,０００円で

あり、前年度と比較すると２６６万円（１.８％）増加し、徴収率は９７.１％%で１.

２ポイント好転している。滞納分（一般者分）は７４９万１,０００円であり、前年

度と比較すると△５７万７,０００円（△７.２％）減少しているものの、徴収率は３

１.２％で３.８ポイント好転している。 

 府内１１町村平均との比較、お目通しください。 

 平成２９年度国民健康保険税の徴収率を府内１１町村と比較してみると、現年課税

分が同ポイント、滞納繰越分は５.８ポイント上回る徴収率となっており、前年度は

府内町村平均を下回っていたものの、今年度は滞納繰越分については府内町村平均を

大きく上回る徴収率となった。 

 国保税、療養諸費及び高額療養費の比較、お目通しください。 

 療養給付費及び療養費については、前年度より５０６万３,０００円（１.３％）増

加、さらに高額療養費を合わせると４億６,３１８万円となり、前年度と比較して１,

００８万３,０００円（２.２％）増加している。 

 ②直営診療施設勘定の決算状況は、次のとおりである。 

 ５年分の推移が書いてあります。お目通しください。 

 前年度と比較すると、歳入は診療収入が△５６５万９,０００円（８.３％）減少、

歳出においても医業費が△２７８万４,０００円（８.３％）減少している。一方、訪

問看護事業等の縮小に伴い、一般会計から国民健康保険特別会計（直診勘定）へ人件
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費の計上会計を変更したことや給水配管修繕工事、ブロック塀設置工事などにより、

歳出額が１,２４９万８,０００円（１４.７％）増加したことにより、一般会計繰入

金が対前年度１,３００万円（１８５.７％）増加し、２,０００万円の繰入金となっ

ている。 

 診療収入の徴収率は１００.０％であるが、過年度分の４,０００円について不納欠

損処理を行った。 

 施設の老朽化が進んでいるため、総合保健福祉施設整備検討委員会において、当該

施設整備の調査及び審議を進めているところであり、早急に整備されることが求めら

れる。 

 （３）簡易水道事業特別会計 

 決算状況は、次のとおりである。お目通しください。 

 前年度と比較すると、統合簡易水道事業の主要部分が終了したこと等に伴い、歳入

が△３億２,０４３万１,０００円（△６０.６％）、歳出が△３億１,８１０万円（△

６１.７％）それぞれ減少した。また、消費税還付金について１,２５８万４,０００

円の収入があったことから、その一部（１,１００万円）を減債基金へ積み立ててい

る。 

 水道使用料の徴収率は、現年度分で９９.７％（前年度９８.３％）過年度分で１１.

８％（同４.５％）となり、現年度分は１.４ポイント、過年度分は７.３ポイントと

大幅に好転している。 

 来年度以降に水道使用料の見直しを検討していることから、経営の健全化に努め、

過度な住民負担とならないよう適切に料金設定を行うことが求められる。 

 （４）下水道事業特別会計 

 決算状況は、次のとおりである。お目通しください。 

 前年度と比較すると、歳入が１,２３２万１,０００円（５.８％）、歳出が８９０

万６,０００円（４.３％）それぞれ増加した。公債費が２６３万２,０００円（１.
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７％）の増加、中央浄化センター設備やポンプ設備等の修繕により施設管理費が９２

１万３,０００円（２７.９％）増加したことなどに伴い、一般会計繰入金が１,２０

７万７,０００円（８.７％）増加している。 

 下水道使用料の徴収率は、現年度分で９９.４％（前年度９７.８％）過年度分で６.

４％（同２.７％）となり、現年度分は１.６ポイント、過年度分は３.７ポイントと

大幅に好転した。 

 公債費の増加とともに施設設備の修繕が増加していることから、中長期的な視点で

経営の健全化を目指しつつ、持続可能な経営基盤の強化に努められたい。 

 （５）介護保険特別会計 

 ①保険事業勘定の決算状況は、次のとおりである。お目通しください。 

 前年度と比較すると、介護保険料が見直しされたことや保険給付費が１,２２４万

２,０００円（２.２％）増加したことなどにより、歳入が１,５５０万９,０００円

（２.５％）、歳出が３,２２８万８,０００円（５.５％）それぞれ増加した。 

 介護保険料の徴収率は、現年度分で９９.２％（前年度９８.９％）、過年度分では

１３.２％（同１９.３％）となり、現年度分は０.３ポイントの好転、過年度分は６.

１ポイント悪化している。 

 高齢者の増加とともに介護給付費が増加していることから、給付費の動向を注視し

ながら、介護予防の推進など住み慣れた町で安心して暮らすことのできる体制の構築

が求められる。 

 ②介護サービス事業勘定の決算状況は、次のとおりである。お目通しください。 

 前年度と比較すると、サービス収入が△５万８,０００円（１.８％）減少し、居宅

介護支援事業費が１万６,０００円（１.９％）増加している。また、総務管理費で△

１００万２,０００円（△２２.１％）減少したため、一般会計繰入金が△７８万３,

０００円（△３６.９％）減少している。 

 （６）後期高齢者医療特別会計 
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 決算状況は、次のとおりである。お目通しください。 

 前年度と比較すると、歳入が３０３万５,０００円（４.７％）、歳出が３０２万２,

０００円（４.７％）それぞれ増加し、歳入、歳出とも毎年増加傾向にある。 

 後期高齢者医療保険料の徴収率は、現年度分で９７.２％（前年度９９.３％）、過

年度分で９.５％（同８.３％）となり、現年度分は△２.１ポイントの悪化、過年度

分は１.２ポイント好転している。 

 後期高齢者医療においても年々高齢者がふえると同時に、医療費も増加している。

平成２０年４月より広域連合で運営しているが、高齢者が将来にわたり安心して医療

が受けられるよう同制度の安定的な運営を期待する。 

 ３ 基金の運用状況 

 （１）用品調達基金 

 本基金は、用品の集中購入を実施することにより、用品の取得及び管理に関する事

務を円滑かつ効率的に行うことを目的として、平成２年９月に設置されたもので、基

金総額３００万円で運用されている。 

 当年度の運用状況は以下のとおりである。お目通しください。 

 用品の取得価格と払出価格に差額が生じた場合は、過不足額の整理が必要であるこ

とから、平成３０年度において２,８８９円が整理されている。 

 （２）「くらしの資金」貸付基金 

 本基金は、「くらしの資金」の貸付けに関する事務を、円滑かつ効率的に行うこと

を目的として、昭和４５年１２月に設置されたもので、基金総額３７０万円で運用さ

れている。 

 当年度の運用状況は以下のとおりである。お目通しください。 

 ４ 総括 

 （１）決算規模 

 平成３０年度一般会計及び特別会計の決算は、次のとおりである。表をお目通しく
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ださい。 

 決算額を前年度と比較すると、歳入決算額は△３億６,６７１万１,０００円（△６.

５％）、歳出決算額は△３億６,８３８万１,０００円（△６.８％）それぞれ減少し

ている。 

 （２）決算収支 

 一般会計及び６特別会計の決算における、歳入歳出差引額(形式収支額)は、２億３,

４８８万８,０００円、歳入歳出差引額(形式収支額)から繰越事業に必要な金額を除

いた実質収支額は２億１０２万３,０００円、また実質収支額から前年度の実質収支

額を差し引いた単年度収支額は△４０７万２,０００円となった。 

 決算収支の対前年度比較は次のとおりである。お目通しください。 

 （３）予算の執行状況 

 歳入は予算現額５３億９,１４５万３,０００円に対し、決算額は５２億５,４９１

万４,０００円で収入率は９７.５％となっている。歳出は決算額が５０億２,００２

万６,０００円で執行率は９３.１％となっている。 

 会計別執行状況は次のとおりである。お目通しください。 

 （４）財政状況（財政指標） 

 平成３０年度決算の主な財政指標は、第１表・第２表のとおりである。 

 財政構造の弾力性や健全性を示す経常収支比率は９６.４％で、前年度の９４.４％

より△２.０ポイント悪化している。その要因としては、元利償還金等の公債費の増

加と地方交付税の減少が影響している。財政力指数は０.２１３へと若干好転したも

のの依然財政の硬直化が見受けられる。 

 実質公債費比率（３ケ年平均)は前年度比較０.２ポイント増の１１.３％となり、

平成１８年度に策定した公債費負担適正化計画に基づき１８％以下に抑えられ安定し

ているが、標準財政規模の増加が見込めないなかで、総合保健福祉施設整備事業等の

大規模事業が計画されていること、簡易水道事業及び下水道事業特別会計に係る元利
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償還金が増加傾向にあることから起債発行の抑制に努める必要がある。 

 （５）財源の確保と事業の執行 

 一般会計と特別会計の収入未済額の合計額は、第６表のとおり９,４０５万６,００

０円と前年度と比較して大きく減少しており、１億円の大台を下回った。一方で、い

まだ約９,４００万円もの収人未済額が存在し、町財政の運営及び税等の公平性の確

保にとっては極めて重大な問題となっている。 

 収入未済額のうち死亡及び居所不明、時効の完成等の理由によるものについては不

納欠損処理を実施されているが、第７表のとおり平成３０年度については不納欠損額

が町税１０４万４,０００円、国民健康保険特別会計（事業勘定）１４１万６,０００

円、国民健康保険特別会計（直診勘定）４,０００円、介護保険特別会計３４万１,０

００円の合計２８０万５,０００円で、前年度と比較すると△４７４万３,０００円

（△６２.８％）減少している。 

 平成３０年度においては、住宅・水道・下水道使用料の徴収率が大幅に上昇し、徴

収努力の成果が見られた。来年度以降に水道使用料の見直しを検討されていることか

ら、応益負担の原則に反することがないよう、引き続き、徴収努力を続けられるとと

もに、その他の債権等についても徴収強化に努められたい。また、悪質滞納者に対し

ては、住宅の明け渡しや給水停止処分、給付制限等、法令・条例に基づき適切な対応

を早急に講じられたい。 

 （６）基金管理等 

 農業共済事業振興基金は、農業共済に関する事業を円滑かつ効率的に運用するため

昭和６２年に設けられた基金であるが、基金の活用が見込まれないことから平成３０

年１０月に基金を廃止された。 

 農産業新技術開発銀行基金は、平成元年に設けられた基金で、新しい和束農業を目

指し、農業の新技術開発研究に意欲的な農業団体等に施設設置導入に必要な資金の一

部を貸し付けることを目的として設置されている。平成１９年１２月の償還をもって
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基金の動きが見られないため、今後のまちづくりに向けて基金を有効活用されるとと

もに、農業団体等に対して啓蒙・啓発されたい。 

 アグリビジネス株式会社の株式１８０万円は会社の実態がなく資産価値が疑わしい

ので、取り扱いについて検討する必要がある。 

 「くらしの資金」貸付基金や生活更生資金貸付金等について、借受人の現状把握と、

死亡されている場合は相続人の確認など継続調査が必要である。滞納整理に当たり入

念に事務を進められるとともに、弁護士を介して速やかに処理されたい。 

 （７）おわりに 

 平成３０年度決算は全会計とも黒字決算となり、厳しい財政状況のなか、複雑多様

化する住民ニーズに対応し着実に事業を執行されている。 

 少子高齢化等の喫緊の課題に数多く直面しており、自主財源の乏しい本町において

は、限られた財源のなかで効率的・有効的な施策を実施していくことが求められる。

このような厳しい行財政運営のなか、将来の財政状況を見越し、更なる歳入の確保に

努められるとともに、行財政改革等による歳出削減を図り、適切な財政運営を図られ

たい。 

 最後に、和束町第４次総合計画に掲げる将来像「ずっと暮らしたい活力と交流の茶

源郷和束」の実現を目指した施策をより一層推進していくとともに、持続可能なまち

づくりを住民とともに進めていくよう期待し、平成３０年度決算審査の意見とする。 

 あとにいろいろ指標がついておりますが、お目通しください。 

 これをもって、監査報告といたします。 

 どうもありがとうございました。 

○委員長（岡田 勇君） 

 続きまして、副町長から、順次、議案についての説明を求めます。 

 なお、説明に当たっては、決算書は款のみの数字にとどめ、決算事項別明細書につ

いては、特に重要なもののみとし、簡単明瞭に説明を願います。 
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 それでは、副町長から順次説明を願います。 

 副町長。 

○副町長（奥田 右君） 

 ２日間、よろしくお願いします。 

 それでは、私のほうから主要な施策の成果の説明書に基づきまして、朗読並びに一

部主なものにつきまして説明させていただきたいと思います。 

 それでは、よろしくお願いします。 

 主要な施策の成果の説明書 

 地方自治法第２３３条第５項の規定に基づき、平成３０年度決算に係る主要な施策

の成果を説明する書類を次のとおり提出する。 

令和元年９月１１日 

和束町長 堀 忠雄 

 １．総括 

 平成３０年度においては、人口減少という喫緊の課題と対峙しながら、厳しい財政

状況を見据えた効率的な行財政運営を目指し、また、質の高い公共サービスを効率

的・効果的に提供することが必要であるとの認識のもと、「ずっと暮らしたい活力と

交流の茶源郷和束」を実現するため、さまざまな施策を展開してきたところです。  

 （１）子育て支援の充実 

 少子化の解消に向けて、医療費無償化の対象年齢を１８歳まで拡充するとともに、

小・中学校の給食費並びに修学旅行の無償化など子育て支援の充実に努めてまいりま

した。 

 （２）安心・安全な暮らしの確保 

 近年、頻発・激甚化している自然災害に対応するため、地域防災計画の改訂や防火

水槽の整備、指定避難所となっている体験交流センターの耐震診断等を実施し、防災

力の強化を進めてまいりました。また、安心して総合的な福祉サービスを享受できる
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よう総合保健福祉施設整備基本構想の策定、町道拡幅工事や簡易水道整備事業などの

インフラ整備、有害鳥獣対策など住民の安心・安全で快適な暮らしの確保に向けた施

策を推進してまいりました。 

 （３）将来を見据えたまちづくり 

 犬打峠トンネル開通に向けて、グリンティ和束や和束運動公園駐車場等の整備事業

を実施し、交流人口の拡大を見据えた環境整備を進めてまいりました。これに併せて、

「お茶の駅」構想を立ち上げ、地域経済牽引事業により民間企業とともに茶業の６次

産業化と和束茶ブランドの向上を目指し、茶業と観光の両面から地域経済の好循環を

生み出す事業を展開してまいりました。また、茶業振興を図るため、首都圏や海外へ

の販路拡大や新たな商品開発を支援するとともに、なりわい景観を次世代に受け継ぎ、

景観を活かしたまちづくりを進めるために景観条例の制定に向けた検討を続けてまい

りました。 

 （４）ワールドマスターズゲームズに向けた環境整備２年後に開催されるワールド

マスターズゲームズに向けて、スタートコース整備の設計事業をはじめとした環境・

施設整備を進めてまいりました。同時に、大会ＰＲや自転車利用者拡大のための啓発

イベントの開催など機運の醸成を図ってまいりました。 

 以上のような事業を進め、平成３０年度一般会計他６特別会計の決算は、歳入５２

億５,４９１万４,０００円、歳出５０億２,００２万６,０００円、歳入歳出差引額２

億３,４８８万８,０００円となり、翌年度へ繰り越すべき財源３,３８６万５,０００

円を控除した実質収支額も２億１０２万３,０００円の黒字となりました。 

 次ページをお願いします。 

 ２．歳入の概要 

 一般会計の歳入総額の対前年度比は、△５４１万２,０００円（△０.２％）の減額

となりました。 

 歳入の内訳については、以下のとおりです。 
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 ということで、マイナスの主なものを紹介させていただきますと、地方交付税で１

６億１,９０８万７,０００円、対前年度増減で申しますとマイナス１,１０８万６,０

００円、マイナス０.７％となっております。 

 普通交付税で３０年度は１４億３,４２３万５,０００円の決算となっておりまして、

２９年度が１４億５,３２３万２,０００円ということで、普通交付税ではマイナス１,

８９９万７,０００円の減額となっております。 

 ただ、特別交付税では、３０年度は１億８,４８５万２,０００円、２９年度は１億

７,６９４万１,０００円ということで、特別交付税につきましては７９１万１,００

０円増額していただいております。そういったことで、これを差し引きしまして、マ

イナス１,１０８万６,０００円となっております。 

 あと、府支出金でございます。２億８１２万円の決算になっております。マイナス

１億３,２２３万４,０００円、マイナス３８.９％ということで、これにつきまして

は、産地アップ事業の補助金の皆減によるものでございます。 

 あと、繰入金が６,８５０万２,０００円、マイナス９４０万円ということで、繰入

額を減額させております。 

 主な歳入の減の要因でございます。 

 次ページの３．歳出の概要でございます。 

 一般会計の歳出総額の対前年度比は、△３,２２８万５,０００円（△１.０％）の

減額となりました。 

 歳出の内訳については、以下のとおりです。 

 主なものにつきましては、総務費の６億２,３０５万７,０００円、マイナス２,２

００万円となっております。これにつきましては、スマートワーク・イン・レジデン

ス改修事業の皆減によるものが主なものとなっております。 

 あと、民生費で６億４,４３０万７,０００円、マイナス３,４８７万３,０００円の

対前年度比のマイナスとなっております。これにつきましては、すこやかエンジェル



― 19 ― 

の積み立ての皆減によるものでございます。 

 あと、農林業費の１億７,９７４万６,０００円、マイナス８,７８５万６,０００円

となっております。これは先ほど触れました産地アップ事業の皆減によるものでござ

います。 

 あと、商工費で５,６４４万４,０００円の決算に対しましてマイナス１,８８１万

８,０００円、マイナス２５％の減になっております。これにつきましては、お茶の

京都の関連事業が終了したことによるマイナスになっております。 

 以上が目的別のマイナスの要因でございます。 

 あと、性質別でございますけれども、主なものは、物件費の３億１,１５６万４,０

００円、マイナス５,９０１万６,０００円となっております。これにつきましては、

お茶の京都の関係の委託料、また橋りょう関係の点検調査委託料の主な委託料のマイ

ナス３,２３７万円が主な要因となっております。 

 あと、補助費等のマイナスにつきましては、産地アップ事業のマイナスが主な要因

でございます。 

 以上が、性質別の主なマイナスの要因でございます。 

 次ページをお願いいたします。 

 ４．特別会計 

 ６特別会計の平成３０年度決算総額は、歳入１９億９,７０４万４,０００円、歳出

１９億１,７６６万８,０００円で前年度と比較すると歳入では△３億６,１２９万９,

０００円（△１５.３％）の減、歳出では△３億３,６０９万６,０００円（△１４.

９％）の減額となりました。 

 ということで、マイナスの主な要因なんですけれども、国民健康保険特別会計（事

業勘定）、歳入で対前年度マイナス８,２１７万５,０００円が出ております。歳出の

ほうはマイナス７,９８１万６,０００円、これにつきましては、３０年度から都道府

県が財政運営の責任主体となっておりまして、財政規模並びに財政構造が大きく変わ
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ったことによるマイナス要因でございます。 

 もう１点は、簡易水道事業特別会計でございます。歳入でマイナス３億２,０４３

万１,０００円、歳出のほうでマイナス３億１,８１０万円でございます。これにつき

ましては、総合簡易水道事業の主要な部分が終了したことによる事業の減によるマイ

ナスでございます。 

 以上が、特別会計のマイナスの主な要因でございます。 

 続きまして、５．主要な施策に移らせていただきます。 

 “ずっと暮らしたい活力と交流の茶源郷 和束”を目指し、平成３０年度において

は次の事業を行いましたということで、六つのプログラムに基づいて事業を実施して

おります。これにつきまして説明させていただきたいと思います。 

 まず、一つ目の協働プログラムとしましては、和束を担う次世代の人づくり協働プ

ログラムでございます。４億５９０万９,０００円となっております。その中の子育

て支援で１億６,３１５万３,０００円の決算となっております。 

 主な内容につきましては、保育所運営事業費で８,９８８万４,０００円、次の子育

て支援センター事業で１,４２４万４,０００円、１つ飛ばしまして児童手当給付事業

で３,６７１万６,０００円となっております。新たに入っておりますのは、下から２

番目の子ども・子育て支援事業計画策定事業で１３４万４,０００円が入っておりま

す。 

 次ページをお願いいたします。 

 学校教育・社会教育・スポーツ・歴史文化で２億３,４１８万３,０００円の決算で

ございます。 

 主なものにつきましては、相楽東部広域連合負担金で２億２,８０３万３,０００円

が主な内容となっております。 

 次に、交流でございます。８５７万３,０００円。 

 主なものにつきましては、活性化対策事業で４３７万９,０００円、また、体験交
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流センター管理事業で４１９万４,０００円が主な内容となっております。 

 次に、二つ目の協働プログラムです。住民が支えあう安心と信頼の協働プログラム

で４億６,９３１万６,０００円の決算となっております。 

 主なものにつきましては、人権尊重３,８２７万８,０００円の中の人権ふれあいセ

ンター運営事業で２,８２２万４,０００円が主な事業となっております。 

 次に、保健・医療で１億８７２万７,０００円の事業でございます。 

 主な中身ですけれども、国民健康保険特別会計事業勘定繰出金で４,３４４万２,０

００円、また、国民健康保険特別会計直診診療施設勘定繰出金で２,０００万円、山

城病院組合負担金で２,９４１万４,０００円が主な中身となっております。 

 次に、高齢者・障がい者支援事業でございます。２億９,３７５万円の決算となっ

ております。 

 主な事業につきましては、介護保険特別会計保険事業勘定繰出金で８,２１１万１,

０００円、一つ飛ばしまして、後期高齢者医療特別会計繰出金で２,２１１万４,００

０円、後期高齢者療養給付事業で５,７２２万円。 

 次ページをお願いします。 

 ４ページの障害者自立支援給付事業で８,８５１万７,０００円が主な事業となって

おります。 

 次に、地域福祉でございます。２,３２１万９,０００円の決算となっております。 

 主な中身としましては、総合保健福祉施設整備事業で２２０万円、社協職員設置事

業で１,７５４万４,０００円が主な中身となっております。総合福祉のほうは新たな

事業となっております。 

 次に、５ページの地域安全でございます。５３４万２,０００円の決算となってお

ります。これは交通安全対策事業で、同額となっております。 

 次に、三つ目の協働プログラム事業として、安全で快適な暮らしを実感できる協働

プログラムでございます。２億７８５万４,０００円の決算となっております。 
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 主なものにつきましては、まず、情報の関係で６４６万７,０００円。これにつき

ましては、茶源郷行政情報配信事業で、同額となっております。 

 次に、道路でございます。１億４３４万６,０００円。 

 主なものにつきましては、町道拡幅改良事業で９,２４１万８,０００円、また、町

道維持管理事業で１,１７２万８,０００円が主なものとなっております。 

 次に、公共交通でございます。３,７４０万５,０００円。 

 主なものにつきましては、路線バス対策事業で３,５０６万９,０００円が主な事業

となっております。 

 次に、６ページの住宅でございます。２,４１０万３,０００円。 

 主な決算の内容につきましては、住宅管理事業で９４８万５,０００円、次に、共

同浴場運営事業で１,２８１万８,０００円が主な内容となっております。 

 次に、公園・緑地でございます。３,５５３万３,０００円の決算となっております 

 主な中身としましては、和束運動公園駐車場等周辺整備事業で２,８１３万２,００

０円が主な内容で、これは繰り越しております。 

 次に、四つ目の協働プログラムでございます。自然を守りともに暮らす協働プログ

ラム５億８,０７７万８,０００円の決算となっております。 

 まず、１点目が防災でございます。２億３６８万円。 

 次ページ、７ページでございます。相楽中部消防組合負担金で１億４,６４１万６,

０００円、また非常備消防のほうで２,５９７万円が主な内容となっております。こ

の中で、３０年度の決算に新しく出ております地域防災計画策定事業、またその下の

防火水槽設置事業、マンホールトイレ設置設計事業、体験交流センター耐震診断の事

業が新しく出ております。 

 あと、上下水道事業でございます。２億４１２万９,０００円の決算となっており

ます。 

 主な中身としましては、簡易水道事業特別会計繰出金５,２７８万６,０００円、下
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水道事業特別会計繰出金１億５,０５６万円が主な事業となっております。 

 次ページをお願いします。 

 森林保全・治山・治水でございます。１,７１２万８,０００円。 

 主なものにつきましては、野生鳥獣被害総合対策事業で１,０６３万４,０００円が

主なものとなっております。 

 次に、環境・循環資源・エネルギーでございます。１億５,５８４万１,０００円。 

 主なものにつきましては、じん芥処理費で１億２,３６５万４,０００円、また、そ

の下のし尿処理費の関係で２,９８８万９,０００円が主な事業となっております。 

 ８ページの一番下でございます。五つ目の協働プログラムでございます。和束のブ

ランドを高める協働プログラムとしまして１億５,８５３万３,０００円。 

 主なものにつきましては、農林業のほうで２,６５４万４,０００円の決算となって

おります。 

 次に、９ページのところで青年就農給付金給付事業で９７５万、また、一つ飛ばし

まして、中山間地域等直接支払交付金事業で４９３万円が主な事業の決算となってお

ります。 

 次に、商工業でございます。１,５８２万５,０００円。 

 主なものにつきましては、雇用促進事業で１,０８２万５,０００円が主な事業とな

っております。 

 次に、交流産業でございます。９,７５３万２,０００円。 

 次ページめくっていただきまして、主なものにつきましては、グリンティ和束改修

事業５,６０７万６,０００円、これは新規でございます。あと、一つ飛ばさせていた

だきまして、茶源郷和束スポーツ聖地化づくり事業で９７０万５,０００円が主なも

のとなっております。 

 新たな産業の創出でございます。１,８６３万２,０００円。 

 主な事業につきましては、茶源郷和束にぎわい創出プロジェクト事業で１,０３２
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万３,０００円、また、次ページの１１ページですけれども、スマートワーク・イ

ン・レジデンス改修事業で６８０万９,０００円が主な事業となっております。 

 最後に、六つ目の協働プログラムでございます。住民・事業者・行政が共に進める

協働プログラムで１億６,６１８万円の決算となっております。 

 主なものにつきましては、住民参画のまちづくりで１,６６２万９,０００円。 

 その中の地域おこし協力隊まちづくり事業で７６９万円が主なものとなっておりま

す。 

 あと、情報公開でございます。６０５万６,０００円。 

 これにつきましては、文書広報事業が同額となっております。 

 行財政・地域経営１億１,２１９万８,０００円。 

 次ページをお願いします。 

 主な事業なんですけれども、地方債繰上償還のほうで５,４４１万６,０００円、ま

た電子計算費のほうで３,７７８万６,０００円が主な決算となっております。 

 最後に、広域行政でございます。３,１２９万７,０００円。 

 主なものにつきましては、相楽東部広域連合負担金、これは総務費と民生費の分で

ございます。２,２０３万９,０００円でございます。 

 以上で、主要な施策の成果の説明書を終わらせていただきます。 

 ありがとうございました。 

○委員長（岡田 勇君） 

 会議の途中ですが、ただいまから午前１０時５０分まで休憩します。 

（午前１０時３６分～午後１０時５０分） 

○委員長（岡田 勇君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 説明を続けます。 

 会計課長。 
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○会計管理者兼会計課長（瀧村幸代君） 

 それでは、私からは、平成３０年度の一般会計並びに各特別会計につきましてご説

明申し上げます。 

 議案書の認定第１号をお願いいたします。 

 認定第１号 

平成３０年度和束町一般会計歳入歳出決算認定について 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成３０年度和束町一般会計歳入歳出

決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。 

                         令 和 元 年 ９ 月 １ １ 日 提 出 

                         和束町長   堀  忠 雄 

 決算書の１ページ、２ページをお願いいたします。 

 平成３０年度和束町一般会計歳入歳出決算。 

 歳入でございます。 

 款、予算現額、調定額、収入済額、不納欠損額、収入未済額の順に、朗読により説

明させていただきます。 

 １款町税、３億８,０１５万４,０００円、４億１,７３１万４,９９４円、３億９,

９３２万４,９９５円、１０４万４,２６９円、１,６９４万５,７３０円。 

 ２款地方譲与税、２,７６５万５,０００円、調定額・収入済額同額でございます。

０円、０円。 

 ３款利子割交付金、６６万６,０００円、調定額・収入済額同額でございます。０

円、０円。 

 ４款配当割交付金、２２２万６,０００円、調定額・収入済額同額でございます。

０円、０円。 

 ５款株式等譲渡所得割交付金、１７０万２,０００円、調定額・収入済額同額でご

ざいます。０円、０円。 
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 ６款地方消費税交付金、６,１１５万６,０００円、調定額・収入済額同額でござい

ます。０円、０円。 

 ７款ゴルフ場利用税交付金、９７６万７,０００円、９７６万７,０４９円、収入済

額同額でございます。０円、０円。 

 ８款自動車取得税交付金、１,２４４万６,０００円、調定額・収入済額同額でござ

います。０円、０円。 

 ９款地方特例交付金、４３万１,０００円、調定額・収入済額同額でございます。

０円、０円。 

 めくっていただきまして、１０款地方交付税、１５億８,７２３万５,０００円、１

６億１,９０８万７,０００円、収入済額同額でございます。０円、０円。 

 １１款交通安全対策特別交付金、全て０円でございます。 

 １２款分担金及び負担金、７,９８７万１,０００円、７,９９１万９,５８３円、７,

８８４万８,４７３円、０円、１０７万１,１１０円。 

 １３款使用料及び手数料、２,８９５万９,０００円、４,６５８万３,４３７円、２,

９９４万３,２５２円、０円、１,６６４万１８５円。 

 １４款国庫支出金、２億２,５２２万４,０００円、１億９,２５６万７,７３９円、

収入済額同額でございます。０円、０円。 

 １５款府支出金、２億２,４２６万５,０００円、２億８１２万３４３円、収入済額

同額でございます。０円、０円。 

 １６款財産収入、２５万９,０００円、２５万７,５５０円、収入済額同額でござい

ます。０円、０円。 

 １７款寄付金、１２１万円、調定額・収入済額同額でございます。０円、０円。 

 １８款繰入金、６,８５０万円、６,８５０万１,６０１円、収入済額同額でござい

ます。０円、０円。 

 めくっていただきまして、１９款繰越金、１億２,８６３万９,０００円、１億２,
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８６３万９,４４５円、収入済額同額でございます。０円、０円。 

 ２０款諸収入、３,６２８万３,０００円、４,６８５万５,６６９円、４,００２万

７９０円、０円、６８３万４,８７９円。 

 ２１款町債、４億３,９２０万円、３億７,５３０万円、収入済額同額でございます。

０円、０円。 

 歳入合計、予算現額３３億１,５８４万８,０００円、調定額３３億４０万６,４１

０円、収入済額３２億５,７８７万２３７円、不納欠損額１０４万４,２６９円、収入

未済額４,１４９万１,９０４円。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 款、予算現額、支出済額、翌年度繰越額、不用額の順に、朗読により説明させてい

ただきます。 

 １款議会費、５,４８１万２,０００円、５,４２６万８,２６２円、０円、５４万３,

７３８円。 

 ２款総務費、６億７,５９４万７,０００円、６億２,３０５万７,２９８円、３,４

５２万円、１,８３６万９,７０２円。 

 ３款民生費、６億５,９４１万円、６億４,４３０万７,２５４円、０円、１,５１０

万２,７４６円。 

 ４款衛生費、４億５,６５０万７,０００円、４億５,２８３万７,９６９円、０円、

３６６万９,０３１円。 

 ５款農林業費、１億９,０７６万８,０００円、１億７,９７４万５,９９７円、４８

１万２,０００円、６２１万３円。 

 ６款商工費、５,７０４万２,０００円、５,６４４万３,７６０円、０円、５９万８,

２４０円。 

 ７款土木費、２億２,３１９万９,０００円、１億６,０２３万２,５７１円、４,８

００万円、１,４９６万６,４２９円。 
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 めくっていただきまして、８款消防費、２億７９５万円、２億３５８万２,８３８

円、０円、４３６万７,１６２円。 

 ９款教育費、２億２,８０３万３,０００円、支出済額同額でございます。０円、０

円。 

 １０款災害復旧費、１億６,０３４万２,０００円、１億２３３万９,８５０円、４,

１０５万６,０００円、１,６９４万６,１５０円。 

 １１款公債費、３億９,８６３万１,０００円、３億９,７５０万３,１６４円、０円、

１１２万７,８３６円。 

 １２款諸支出金、１万円、６,７０５円、０円、３,２９５円。 

 １３款予備費、３１９万７,０００円、０円、０円、３１９万７,０００円。 

 歳出合計、予算現額３３億１,５８４万８,０００円、支出済額３１億２３５万８,

６６８円、翌年度繰越額１億２,８３８万８,０００円、不用額８,５１０万１,３３２

円。 

 歳入歳出差引残額１億５,５５１万１,５６９円。 

 令和元年９月１１日提出、和束町長 堀忠雄。 

 続きまして、認定第２号をご説明申し上げます。 

 議案書をお願いいたします。 

  認定第２号 

      平成３０年度和束町湯船財産区特別会計歳入歳出決算認定 

      について 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成３０年度和束町湯船財産区特別会

計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。 

                         令 和 元 年 ９ 月 １ １ 日 提 出 

                         和束町長   堀  忠 雄 

 決算書の１１ページ、１２ページをお願いいたします。 
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 平成３０年度和束町湯船財産区特別会計歳入歳出決算。 

 特別会計につきましても、一般会計と同様にご説明申し上げます。 

 歳入でございます。 

 １款財産収入、８７７万７,０００円、８８０万５,６８６円、収入済額同額でござ

います。０円、０円。 

  ３款繰入金、３１６万１,０００円、２５０万円、収入済額同額でございます。

０円、０円。 

 ４款繰越金、８０万７,０００円、８０万７,５８５円、収入済額同額でございます。

０円、０円。 

 ５款諸収入、５５万円、５３万８,００２円、収入済額同額でございます。０円、

０円。 

 歳入合計、予算現額１,３２９万５,０００円、調定額１,２６５万１,２７３円、収

入済額１,２６５万１,２７３円、不納欠損額・収入未済額ともに０円でございます。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 １款管理会費、２２万８,０００円、１万５,０００円、０円、２１万３,０００円。 

 ２款総務費、１,２８６万７,０００円、１,１８７万５,３０６円、０円、９９万１,

６９４円。 

 ４款予備費、２０万円、０円、０円、２０万円。 

 歳出合計、予算現額１,３２９万５,０００円、支出済額１,１８９万３０６円、翌

年度繰越額０円、不用額１４０万４,６９４円。 

 歳入歳出差引残額７６万９６７円。 

 令和元年９月１１日提出、和束町長 堀忠雄。 

 続きまして、認定第３号をご説明申し上げます。 

 議案書をお願いいたします。 

  認定第３号 
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      平成３０年度和束町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認 

      定について 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成３０年度和束町国民健康保険特別

会計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。 

                         令 和 元 年 ９ 月 １ １ 日 提 出 

                         和束町長   堀  忠 雄 

 決算書の１５ページ、１６ページをお願いいたします。 

 平成３０年度和束町国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳出決算。 

 歳入でございます。 

 １款国民健康保険税、１億４,２５５万９,０００円、１億７,９２９万２,６７１円、

１億５,８２１万１,６８３円、１４１万６,０２８円、１,９６６万４,９６０円。 

 ２款使用料及び手数料、１０万円、９万８,４００円、収入済額同額でございます。

０円、０円。 

 ４款府支出金、４億８,８０４万４,０００円、４億８,８０４万３,０００、収入済

額同額でございます。０円、０円。 

 ５款財産収入、１,０００円、２９２円、収入済額同額でございます。０円、０円。 

 ６款繰入金、４,３４４万２,０００円、４,３４４万１,９９９円、収入済額同額で

ございます。０円、０円。 

 ７款繰越金、３,３３３万１,０００円、５,２６７万７,２７３円、収入済額同額で

ございます。０円、０円。 

 ８款諸収入、１０万７,０００円、９５５万１,２６０円、９５４万５,４２９円、

０円、５,８３１円。 

 歳入合計、予算現額７億７５８万４,０００円、調定額７億７,３１０万４,８９５

円、収入済額７億５,２０１万８,０７６円、不納欠損額１４１万６,０２８円、収入

未済額１,９６７万７９１円。 
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 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 １款総務費、２８２万１,０００円、２６８万１,１５５円、０円、１３万９,８４

５円。 

 ２款保険給付費、４億６,８２６万４,０００円、４億６,８１４万３,２４１円、０

円、１２万７５９円。 

 ３款国民健康保険事業費納付金、１億８,１９５万６,０００円、１億８,１９５万

３,０３４円、０円、２,９６６円。 

 ４款共同事業拠出金、１,０００円、１０５円、０円、８９５円。 

 ６款保険事業費、１,０４９万５,０００円、１,０２２万３,１０５円、０円、２７

万１,８９５円。 

 ７款公債費、４０３万円、４００万円、０円、３万円。 

 ８款諸支出金、３,５０１万７,０００円、３,４６９万９,３０７円、０円、３１万

７,６９３円。 

 めくっていただきまして、９款予備費、５００万円、０円、０円、５００万円。 

 歳出合計、予算現額７億７５８万４,０００円、支出済額７億１６９万９,９４７円、

翌年度繰越額０円、不用額５８８万４,０５３円。 

 歳入歳出差引残額５,０３１万８,１２９円。 

 令和元年度９月１１日提出、和束町長 堀忠雄。 

 めくっていただきまして、平成３０年度和束町国民健康保険特別会計（直診勘定）

歳入歳出決算。 

 歳入でございます。 

 １款診療収入、６,２９０万８,０００円、６,２４３万１,５４６円、６,２４２万

７,５０６円、４,０４０円、０円。 

 ２款使用料及び手数料、３５万円、３４万５,８００円、収入済額同額でございま

す。０円、０円。 
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 ５款繰越金、８７９万６,０００円、８７９万６,６５９円、収入済額同額でござい

ます。０円、０円。 

 ６款繰入金、２,０００万円、調定額・収入済額同額でございます。０円、０円。 

 ７款財産収入、１,０００円、１４円、収入済額同額でございます。０円、０円。 

 ８款諸収入、７３３万３,０００円、７３５万９,７６０円、収入済額同額でござい

ます。０円、０円。 

 歳入合計、予算現額９,９３８万８,０００円、調定額９,８９３万３,７７９円、収

入済額９,８９２万９,７３９円、不納欠損額４,０４０円、収入未済額０円。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 １款総務費、６,７８７万８,０００円、６,６７７万２,８８９円、０円、１１０万

５,１１１円。 

 ２款医業費、３,１５１万円、３,０５５万９,２０３円、０円、９５万７９７円。 

 ３款公債費、全て０円でございます。 

 ５款予備費、全て０円でございます。 

 歳出合計、予算現額９,９３８万８,０００円、支出済額９,７３３万２,０９２円、

翌年度繰越額０円、不用額２０５万５,９０８円。 

 歳入歳出差引残額１５９万７,６４７円。 

 令和元年９月１１日提出、和束町長 堀忠雄。 

 続きまして、認定第４号をご説明申し上げます。 

 議案書をお願いいたします。 

  認定第４号 

      平成３０年度和束町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認 

      定について 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成３０年度和束町簡易水道事業特別

会計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。 
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                         令 和 元 年 ９ 月 １ １ 日 提 出 

                         和束町長   堀  忠 雄 

 決算書の２５ページ、２６ページをお願いいたします。 

 平成３０年度和束町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算。 

 歳入でございます。 

 １款使用料及び手数料、７,８８４万円、９,６６０万９,７０３円、８,１９９万４,

２９２円、０円、１,４６１万５,４１１円。 

 ２款分担金及び負担金、７９９万７,０００円、７６７万４,８０４円、収入済額同

額でございます。０円、０円。 

 ３款国庫支出金、３,２３２万８,０００円、調定額・収入済額・不納欠損額・収入

未済額、０円でございます。 

 ５款繰入金、５,２７８万６,０００円、調定額・収入済額同額でございます。０円、

０円。 

 ６款繰越金、１,３４８万７,０００円、１,３４８万９,４７１円、収入済額同額で

ございます。０円、０円。 

 ７款諸収入、１,２００万７,０００円、１,７８７万８,９３８円、１,２８５万１,

２１０円、０円、５０２万７,７２８円。 

 ８款町債、１億４,１７０万円、３,９９０万円、収入済額同額でございます。０円、

０円。 

 歳入合計、予算現額３億３,９１４万５,０００円、調定額２億２,８３３万８,９１

６円、収入済額２億８６９万５,７７７円、不納欠損額０円、収入未済額１,９６４万

３,１３９円。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 １款総務費、６,４１１万１,０００円、５,９２０万２,７９１円、０円、４９０万

８,２０９円。 



― 34 ― 

 ２款施設費、１億８,２５５万５,０００円、４,７２１万５,６４０円、１億３,４

８２万６,０００円、５１万３,３６０円。 

 ３款公債費、９,１４８万４,０００円、９,１０２万４１６円、０円、４６万３,５

８４円。 

 ４款予備費、８９万５,０００円、０円、０円、８９万５,０００円。 

 ５款諸支出金、１０万円、９万９,０３４円、０円、９６６円。 

 歳出合計、予算現額３億３,９１４万５,０００円、支出済額１億９,７５３万７,８

８１円、翌年度繰越額１億３,４８２万６,０００円、不用額６７８万１,１１９円。 

 歳入歳出差引残額１,１１５万７,８９６円。 

 令和元年９月１１日提出、和束町長 堀忠雄。 

 続きまして、認定第５号をご説明申し上げます。 

 議案書をお願いいたします。 

  認定第５号 

      平成３０年度和束町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定 

      について 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成３０年度和束町下水道事業特別会

計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。 

                         令 和 元 年 ９ 月 １ １ 日 提 出 

                         和束町長   堀  忠 雄 

 決算書の２９ページ、３０ページをお願いいたします。 

 平成３０年度和束町下水道事業特別会計歳入歳出決算。 

 歳入でございます。 

 １款分担金及び負担金、０円、６０万円、０円、０円、６０万円。 

 ２款使用料及び手数料、３,０１５万２,０００円、３,６８３万７,７９３円、３,

０７２万５,９３７円、０円、６１１万１,８５６円。 
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 ５款繰入金、１億５,０５６万円、調定額・収入済額同額でございます。０円、０

円。 

 ６款繰越金、２００万円、２３９万２,９４８円、収入済額同額でございます。０

円、０円。 

 ７款諸収入、１,０００円、調定額・収入済額・不納欠損額・収入未済額、０円で

ございます。 

 ８款町債、４,０００万円、調定額・収入済額同額でございます。０円、０円。 

 歳入合計、予算現額２億２,２７１万３,０００円、調定額２億３,０３９万７４１

円、収入済額２億２,３６７万８,８８５円、不納欠損額０円、収入未済額６７１万１,

８５６円。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 １款総務費、１,４４６万７,０００円、１,４１７万１５７円、０円、２９万６,８

４３円。 

 ２款管理費、４,６２６万２,０００円、４,２２２万２８７円、３５０万円、５４

万１,７１３円。 

 ４款公債費、１億６,１５８万３,０００円、１億６,１４８万３０３円、０円、１

０万２,６９７円。 

 ５款予備費、４０万１,０００円、０円、０円、４０万１,０００円。 

 歳出合計、予算現額２億２,２７１万３,０００円、支出済額２億１,７８７万７４

７円、翌年度繰越額３５０万円、不用額１３４万２,２５３円。 

 歳入歳出差引残額５８０万８,１３８円。 

 令和元年９月１１日提出、和束町長 堀忠雄。 

 続きまして、認定第６号をご説明申し上げます。 

 議案書をお願いいたします。 

  認定第６号 
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      平成３０年度和束町介護保険特別会計歳入歳出決算認定に 

      ついて 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成３０年度和束町介護保険特別会計

歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。 

                         令 和 元 年 ９ 月 １ １ 日 提 出 

                         和束町長   堀  忠 雄 

 決算書の３３ページ、３４ページをお願いいたします。 

 平成３０年度和束町介護保険特別会計（保険事業勘定）歳入歳出決算。 

 歳入でございます。 

 １款保険料、１億１,８９８万５,０００円、１億３,２４６万２,６６７円、１億２,

７５６万８,０５０円、３４万９１３円、４５５万３,７０４円。 

 ２款使用料及び手数料、１,０００円、調定額・収入済額・不納欠損額・収入未済

額、０円でございます。 

 ３款国庫支出金、１億４,７６８万７,０００円、１億４,７６８万８,５２９円、収

入済額同額でございます。０円、０円。 

 ４款支払基金交付金、１億５,５０８万５,０００円、１億５,５０８万５,４３２円、

収入済額同額でございます。０円、０円。 

 ５款府支出金、９,０１４万２,０００円、９,０１４万２,２０２円、収入済額同額

でございます。０円、０円。 

 ６款財産収入、１,０００円、２０８円、収入済額同額でございます。０円、０円。 

 ７款繰入金、８,３２２万４,０００円、８,２１１万５３４円、収入済額同額でご

ざいます。０円、０円。 

 ８款諸収入、２,０００円、２万８,２８９円、収入済額同額でございます。０円、

０円。 

 ９款繰越金、２,５８７万３,０００円、２,５８７万３,５３５円、収入済額同額で
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ございます。０円、０円。 

 めくっていただきまして、歳入合計、予算現額６億２,１００万円、調定額６億３,

３３９万１,３９６円、収入済額６億２,８４９万６,７７９円、不納欠損額３４万９

１３円、収入未済額４５５万３,７０４円。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 １款総務費、７７５万４,０００円、７４４万３,０５０円、０円、３１万９５０円。 

 ２款保険給付費、５億６,２４７万４,０００円、５億６,２４２万２,１９６円、０

円、５万１,８０４円。 

 ４款地域支援事業費、３,００８万８,０００円、２,９１４万３,５６０円、０円、

９４万４,４４０円、５款基金積立金、５００万円、支出済額同額でございます。０

円、０円。 

 ６款公債費、全て０円でございます。 

 ７款諸支出金、１,５３９万４,０００円、１,５３９万３,０２０円、０円、９８０

円。 

 めくっていただきまして、８款予備費、２９万円、０円、０円、２９万円。 

 歳出合計、予算現額６億２,１００万円、支出済額６億１,９４０万１,８２６円、

翌年度繰越額０円、不用額１５９万８,１７４円。 

 歳入歳出差引残額９０９万４,９５３円。 

 令和元年９月１１日提出、和束町長 堀忠雄。 

 めくっていただきまして、平成３０年度和束町介護保険特別会計（サービス事業勘

定）歳入歳出決算。 

 歳入でございます。 

 １款サービス収入、３１５万円、３１５万４００円、収入済額同額でございます。

０円、０円。 

 ２款繰入金、１３３万８,０００円、調定額・収入済額同額でございます。０円、
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０円。 

 ３款繰越金、１４万２,０００円、１４万２,０９５円、収入済額同額でございます。

０円、０円。 

 歳入合計、予算現額４６３万円４９５円、収入済額４６３万４９５円、不納欠損額

０円、収入未済額０円。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 １款総務費、３６３万６,０００円、３５３万５,６７１円、０円、１０万３２９円。 

 ２款事業費、９０万１,０００円、８６万９,１３０円、０円、３万１,８７０円。 

 ３款予備費、９万３,０００円、０円、０円、９万３,０００円。 

 歳出合計、予算現額４６３万円、支出済額４４０万４,８０１円、翌年度繰越額０

円、不用額２２万５,１９９円。 

 歳入歳出差引残額２２万５,６９４円。 

 令和元年９月１１日提出、和束町長 堀忠雄。 

 続きまして、認定第７号をご説明申し上げます。 

 議案書をお願いいたします。 

  認定第７号 

      平成３０年度和束町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 

      認定について 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成３０年度和束町後期高齢者医療特

別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。 

                         令 和 元 年 ９ 月 １ １ 日 提 出 

                         和束町長   堀  忠 雄 

 決算書の４５ページ、４６ページをお願いいたします。 

 平成３０年度和束町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算。 

 歳入でございます。 
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 １款保険料、４,２１４万６,０００円、４,４２２万３,１０２円、４,２２３万８,

９８４円、０円、１９８万４,１５４円。 

 ２款使用料及び手数料、全て０円となっております。 

 ３款繰入金、２,２１１万５,０００円、２,２１１万４,４２９円、収入済額同額で

ございます。０円、０円。 

 ４款繰越金、３９万９,０００円、３９万９,００６円、収入済額同額でございます。

０円、０円。 

 ５款諸収入、３１９万円、３１９万１０４円、収入済額同額でございます。０円、

０円。 

 歳入合計、予算現額６,７８５万円、調定額６,９９２万６,６４１円、収入済額６,

７９４万２,４８７円、不納欠損額０円、収入未済額１９８万４,１５４円。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 １款総務費、６１万１,０００円、５２万６,８０３円、０円、８万４,１９７円。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金、約２４１万７,０００円、６,２４１万５,１

８６円、０円、１,８１４円。 

 ３款保険事業費、４４７万３,０００円、４４６万８,２７１円、０円、４,７２９

円。 

 ４款諸支出金、１２万円、１１万９,１２５円、０円、８７５円。 

 ５款予備費、２２万９,０００円、０円、０円、２２万９,０００円。 

 歳出合計、予算現額６,７８５万円、支出済額６,７５２万９,３８５円、翌年度繰

越額０円、不用額３２万６１５円。 

 歳入歳出差引残額４１万３,１０２円。 

                         令 和 元 年 ９ 月 １ １ 日 提 出 

                         和束町長   堀  忠 雄 

 以上をもちまして、決算書の説明を終わらせていただきます。 
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 事項別明細書につきましては、各担当課長よりご説明させていただきます。 

○委員長（岡田 勇君） 

 会議説明の途中ですが、ただいまから午後１時３０分まで休憩します。 

休憩（午前１１時３０分～午後１時３０分） 

○委員長（岡田 勇君） 

 休憩前に引き続き会議を開き、説明を続けます。 

 これより、決算事項別明細書の説明に入りますが、特に主なもの、重要なもののみ

簡単明瞭に説明をいただきますよう、よろしくお願いをいたします。 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 それでは、私のほうからは、平成３０年度歳入歳出決算事項別明細書に基づきまし

て、最初に、平成３０年度和束町一般会計のほうから説明をさせていただきます。  

 １ページ、２ページをお願いしたいと思います。 

 委員長からありましたように、主立ったもののみの説明とさせていただきますので、

よろしくお願いいたします。 

 歳入でございます。 

 １款町税、１項町民税、１目個人、収入済額が１億５,００７万２,２５４円、不納

欠損７万４,２００円、収入未済額２６６万７,１１７円でございます。 

 主なものにつきましては、現年課税分ということで均等割が６２７万３,１８０円、

所得割が１億４,１３３万７,７１９円となっております。 

 次に、同款、２項固定資産税、１目固定資産税、１億９,６８２万３,８５０円が収

入済額でございます。なお、不納欠損額が７３万１,７６９円、収入未済額が１,０９

３万９,４４０円でございます。 

 主なものにつきましては、１節現年課税分ということで１億９,３０６万８,６００

円、そのうち土地で５,４８７万５,５００円、家屋で７,４７７万９,９００円、償却
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資産で６,３４１万３,２００円となっております。 

 同款、３項軽自動車税、１目軽自動車税で収入済額が２,０１７万２,３６１円、不

納欠損額が２３万８,３００円、収入未済額が１１０万３,７６９円となっております。 

 主なものにつきましては、１節現年課税分ということで、収入済額が１,９８１万

８００円でございます。 

 めくっていただきまして、６款地方消費税交付金、１項地方消費税交付金、１目地

方消費税交付金で６,１１５万６,０００円の収入済額でございます。 

 続きまして、１０款地方交付税、１項地方交付税、１目地方交付税、これにつきま

しては、１６億１,９０８万７,０００円、うち普通交付税が１４億３,４２３万５,０

００円、特別交付税が１億８,４８５万２,０００円でございます。 

 続いて、７ページ、８ページでございます。 

 １２款分担金及び負担金、２項負担金、１目総務費負担金で６,４２７万８,０３２

円収入済額でございます。 

 主なものといたしましては、１節総務管理費負担金、相楽東部広域連合職員人件費

負担金として５,８９６万９,５８９円、京都地方税機構派遣職員人件費負担金といた

しまして５３０万８,４４３円歳入をしております。 

 同款、同項、２目民生費負担金ということで１,４５７万４４１円の収入済額でご

ざいます。 

 主なものにつきましては、２節児童福祉費負担金ということで１,３９５万３６０

円歳入しております。そのうち保育料で１,０８０万５,１６０円、学童保育所保育料

で３０４万５,０００円歳入をしております。 

 続きまして、めくっていただきまして、１３款使用料及び手数料、１項使用料で、

５目土木使用料でございます。１１ページ、１２ページでございます。１,２１３万

６,７２８円の歳入でございます。収入未済額につきましては、１,６６４万１８５円

となっております。 
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 主な歳入でございますが、１節道路使用料としまして２５０万５,９８０円、２節

住宅使用料で９６３万７４８円、そのうち町営住宅使用料として８２６万７,９１２

円歳入をしております。 

 続きまして、１３ページ、１４ページでございます。 

 同款、２項手数料、３目衛生手数料で１,００１万４５２円の収入済額でございま

す。 

 主なものにつきましては、次ページの２節清掃手数料ということで、収入済額９８

７万２,３５２円ということで、し尿券売捌手数料でございます。 

 続きまして、１４款国庫支出金、１項国庫負担金、１目民生費国庫負担金で８,１

８０万９３２円の収入済額でございます。 

 主なものといたしまして、１節社会福祉費負担金で５,８８８万９３３円、このう

ち障害者自立支援給付費負担金で４,８２０万７,５００円の歳入がございます。 

 あと、５４節児童手当国庫負担金といたしまして２,４９１万９,９９９円歳入をし

ております。 

 同款、同項、３目災害復旧費国庫負担金ということで２,０６６万５,０００円の収

入済額でございます。 

 これにつきましては、１節公共土木施設災害復旧費負担金ということで、道路橋り

ょう災害復旧費負担金で１,８１８万７,０００円の歳入でございます。 

 同款、２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金ということで９８１万６,０５４円

を歳入しております。 

 これにつきましては、地方創生推進交付金が主なものでございます。 

 続きまして、２１ページ２２ページをお願いいたします。 

 同項、４目土木費国庫補助金ということで５,２３６万円の収入済額でございます。

これにつきましては、社会資本整備総合交付金道路分として歳入をしております。  

 続いて、同款、同項、８目商工費国庫補助金ということで１,４５６万４,４５４円
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の収入済額でございます。 

 主なものといたしまして、１節商工費補助金ということで、地方創生推進交付金１ ,

３９６万４,４５４円が主なものでございます。 

 ２３ページ、２４ページをお願いいたします。 

 １５款府支出金、１項府負担金、１目民生費府負担金で６,３１４万９,５０２円の

収入済額でございます。 

 主なものといたしまして、１節社会福祉費負担金で４,２８６万９,４３２円、この

うち国庫基盤安定負担金が１,９７９万８３７円、障害者自立支援給付費負担金で２,

２１８万８８６円でございます。 

 ２５ページ、２６ページで３節老人福祉費負担金といたしまして、後期高齢者医療

保険基盤安定負担金１,４４１万７,５７１円歳入をさせていただいております。 

 同款、２項府補助金、１目総務費府補助金で２,０９３万２,０００円の収入済額が

ございます。 

 主なものといたしまして、総務費管理補助金ということで２,０８８万６,０００円、

このうち市町村未来づくり交付金、市町村体制づくり支援交付金が主なものとなって

いるところでございます。 

 少しページをめくっていただきまして、３１ページ、３２ページをよろしくお願い

したいと思います。 

 同款、同項、２目民生費府補助金で３,７７７万７,３６２円の収入済額でございま

す。 

 主なものが、１節社会福祉費補助金で２,６１５万４,３６２円、これにつきまして

は、老人医療給付で５４３万１,１４２円、重度心身障害老人健康保険管理事業費補

助金が２７０万８,４００円、福祉医療給付で３３１万８,０００円、隣保館運営等事

業費補助金で６６７万４,０００円の歳入をしているところでございます。 

 また、２節児童福祉費補助金といたしまして１,１６２万３,０００円の歳入がござ
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います。 

 主なものにつきましては、市町村未来づくり交付金、子ども・子育て支援交付金等

が該当いたします。 

 ４１ページ、４２ページをお願いいたします。 

 同款、同項、４目農林業費府補助金ということで、３,３８８万２,０８４円の収入

済額でございます。 

 主なものにつきましては、１節農業費補助金ということで２,４５４万１,８３４円

の収入済額がございまして、主なものが農業委員会補助金が２５５万１,６００円、

中山間地域等直接支払交付事業補助金が３６３万５,７９７円、共同製茶等省力化推

進事業補助金で２４４万４,０００円、青年就農給付金９７５万円、多面的機能支払

交付金事業補助金１２１万２,０００円が主なものでございます。 

 続きまして、少しページをめくっていただきまして、５１ページ、５２ページをお

願いいたします。 

 同款、同項、９目災害復旧費府補助金で２,１０２万６,００７円の収入済額がござ

います。 

 これにつきましては、１節農林業施設災害復旧費補助金ということで２,１０２万

６,００７円、そのうち農業用施設災害復旧費補助金で１,６９８万５,０３６円が主

なものでございます。 

 同款、３項委託金ということで、１目総務費委託金でございます。収入済額が１,

２１２万３,３１８円。 

 主なものといたしまして、１節徴税費委託金で５６３万５,２１７円、これにつき

ましては、個人府民税取扱費委託金、めくっていただきましてまして、５３ページ、

５４ページの３節選挙費委託金ということで６２５万６,８１６円、これにつきまし

ては、京都府知事選挙委託金４１２万９,５２０円、京都府議会議員選挙委託金２１

２万７,２９６円を歳入させていただいております。 
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 続いて、５７ページ、５８ページをお願いしたいと思います。 

 １７款寄付金、１項寄付金、３目総務費寄付金ということで１２１万円収入済額が

ございます。 

 これにつきましては、１節和束町ふるさと応援寄付金ということで、同額を歳入さ

せていただいております。 

 ５９ページ、６０ページでございます。 

 １８款繰入金、２項基金繰入金、２目減債基金繰入金ということで５,４４１万５,

７００円の収入済額でございます。 

 これにつきましては、減債基金の繰入金ということでございますので、よろしくお

願いいたします。 

 また、５３目すこやかエンジェル基金繰入金ということで、５５０万円、基金より

繰り入れをさせていただいております。 

 ６１ページ、６２ページをお願いします。 

 ５７目農業共済事業振興基金繰入金ということで８０１万８,１００円収入済額が

ございます。 

 これにつきましては、農業共済振興事業繰入金ということで、全額を一般会計のほ

うに繰り入れをさせていただきました。 

 １９款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、収入済額が１億２,８６３万９,４４５円

でございます。 

 前年度繰越金ということで、純繰越金が１億５１万６,４４５円、事業繰越金が２,

８１２万３,０００円となっているところでございます。 

 ２０款諸収入、３項貸付金元利収入、１目民生費貸付金元利収入ということで３８

１万２,０００円収入済額がございます。 

 主なものにつきましては、２節地域総合整備資金貸付金元金収入ということで３７

０万２,０００円歳入をしております。 
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 同款、４項雑入、１目雑入でございます。３,４６８万２,０３４円の収入額でござ

います。 

 主なものにつきましては、２節雑入ということで３,０９９万２,７３６円、そのう

ち町有建物災害共済金で１５１万７,１８７円、ごみ袋代として３９０万７,５００円、

京都府市町村振興協会市町村等交付金で４８８万４,００５円、体験交流センター施

設使用負担金ということで２０７万５,０８８円、また、雇用促進協議会事務費負担

金として１,０８０万９,１８０円の歳入がございます。 

 ７１ページ、７２ページをお願いいたします。 

 ２１款町債、１項町債、１目総務債ということで６,２７０万円の収入済額でござ

います。 

 主なものにつきましては、総務管理債で過疎対策事業債、路線バス維持管理３,５

００万円、運動公園駐車場等周辺整備ということで２,７７０万円の歳入がございま

した。 

 同款、同項、３目農林業債、５,９８０万円の収入済額でございます。 

 主なものにつきましては、１節農業債で５,５６０万円、これにつきましても過疎

対策事業債、お茶の駅和束整備事業として５,５６０万円歳入させていただいており

ます。 

 また、同款、同項、４目土木債で３,８５０万円の収入済額でございます。 

 これにつきましても、１節道路橋りょう債ということで、道路拡幅改良事業に係る

過疎対策事業債、歳入させていただいております。 

 同款、同項、５目教育債、６,１９０万の収入済額でございます。 

 これにつきましては、１節教育総務債ということで、小学校トイレ改修事業で３,

１００万円、中学校トイレ改修事業で２,２６０万円、給食設備整備事業で８３０万

円の歳入がございました。 

 同款、同項、６目消防債で２,２００万円。 
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 １節消防債で緊急防災減災事業債ということで、小型ポンプ付積載軽自動車５２０

万円、同じく、防火水槽設置工事ということで９６０万円、マンホールトイレ整備と

いうことで４５０万円歳入させていただいております。 

 同款、同項、７目災害復旧債でございます。収入済額が４,９６０万円。 

 主なものにつきましては、２節公共土木施設災害復旧債ということで４,６７０万

円、道路災害復旧事業債で４,０９０万円、河川災害復旧事業債で５８０万円の歳入

でございます。 

 同款、同項、８目臨時財政対策債、８,０８０万円の収入済額でございます。 

 歳入合計、調定額３３億４０万６,４１０円、収入済額３２億５,７８７万２３７円、

不納欠損額１０４万４,２６９円、収入未済額４,１４９万１,９０４円でございます。 

 ７７ページ、７８ページをお願いいたします。 

 続きまして、歳出について説明をさせていただきます。 

 １款議会費、１項議会費、１目議会費で５,４２６万８,２６２円支出をさせていた

だいております。 

 主なものが、議員報酬、事務局職員人件費となっているところでございます。 

 ７９ページ、８０ページをお願いします。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費で３億５,４８９万３,０３２円支出

させていただいております。 

 主なものでございますが、職員人件費並びに１１節需用費ということで１,０３０

万５,６３６円、光熱費で６４０万９,１８４円。 

 １３節委託料といたしまして２,７１８万５,５９３円支出しております。委託費の

うち定期清掃宿日直業務委託料で４４１万６,３３６円、和束町例規集編集委託料で

６３１万８,０００円、電算ネットワーク保守委託料で７５２万１,１２０円、電算シ

ステムサポート委託料として３３３万４,７６０円支出させていただいております。 

 ８５ページ、８６ページをお願いします。 
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 １８節備品購入費として、平成３０年度、８２３万６,５２９円支出させていただ

いております。主なものが、総合行政情報ネットワーク機器ということで４９３万３ ,

８１６円、ライセンス購入費ということで３０６万９,２５２円支出しております。 

 １９節負担金補助及び交付金ということで３,６００万８,９１０円支出させていた

だいております。このうち主なものが、京都府町村会情報センター負担金で１,２１

７万１６５円、相楽東部広域連合負担金で２,１９１万４,０００円支出させていただ

いております。 

 同じく、２０節扶助費ということで５０万４,０００円支出をさせていただいてお

ります。これにつきましては、高校・大学生の奨学金ということで５０万４,０００

円支出させていただいております。 

 続きまして、同款、同項、２目企画費でございます。３,８６９万８,３２８円の支

出をさせていただいております。 

 主なものにつきましては、１３節委託料１,０６６万６,８８５円、このうちスマー

トワーク・イン・レジデンス事業委託料で５００万円、湯船地区にぎわいづくり事業

新商品開発業務委託料として２００万円を支出させていただいております。 

 また、１９節負担金補助及び交付金ということで１,５３９万２,０００円支出をさ

せていただいております。主なものが、和束町地域力推進協議会負担金５８８万４,

０００円、茶源郷まつり補助金２５０万円、移住促進住宅整備事業補助金で１８０万

円、湯船活性化推進補助金として３００万円支出させていただいております。 

 同款、同項、３目文書広報費でございます。１,３１３万８,３１０円支出させてい

ただいております。 

 主なものにつきましては、職員人件費並びに１３節委託料として１２４万８,９１

２１円、これにつきましては、茶源郷行政情報配信システム保守業務委託料というこ

とで８４万２,４００円、１４節使用料及び賃借料で３８３万９,１８４円、これにつ

きましても、茶源郷行政情報システムサーバー使用料ということで３８３万９,１８
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４円支出させていただいております。 

 同款、同項、４目活性化対策費ということで４,４３７万６,２４８円支出させてい

ただいております。 

 主なものにつきましては、１３節委託料で９４２万７,６３６円、和束運動公園美

化事業委託料で４００万円、耐震診断調査委託料といたしまして３６７万２,０００

円。 

 １５節工事請負費で２,９２６万６,６９３円支出をさせていただいております。工

事請負費ということで２,７８３万３,０８０円、空調整備工事として１１３万１,２

１３円支出させていただいております。 

 同じく、同款、同項、７目財産管理費ということで６,１４９万８,０１０円の支出

をさせていただいております。 

 主なものにつきましては、２５節積立金ということで５,６０１万３,０００円の支

出でございます。財政調整基金積立金へ２,４０２万８,０００円、減債基金積立金で

３,１９８万５,０００円支出させていただきました。 

 続いて、９９ページ、１００ページをお願いしたいと思います。 

 同款、同項、１２目交通対策費ということで３,７５５万２,３４９円支出をさせて

いただいております。 

 主なものにつきましては、１９節負担金補助及び交付金ということで３,７４０万

５,０５６円、このうち路線バス運行維持補助金ということで３,５０６万９,２５４

円支出をさせていただきました。 

 続いて、１０１ページ、１０２ページでございます。 

 同款、２項徴税費、１目税務総務費ということで２,６６１万５３４円支出をさせ

ていただいております。 

 主なものにつきましては、職員人件費並びに１９節負担金補助及び交付金というこ

とで４０６万７,７３６円、このうち京都地方税機構負担金として３９４万３,０９９
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円支出をさせていただいております。 

 少しページをめくっていただきまして、１１３ページ、１１４ページをお願いいた

します。 

 ３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費ということで２億３,５５１万

３,４０２円支出をさせていただいております。 

 出の主なものでございますが、職員人件費並びに委託料ということで４９３万８,

１２４円、このうち総合保健施設整備基本構想策定業務委託料２１１万６,８００円、

また１９節負担金補助及び交付金ということで２,１９９万３,６０９円、主なものと

いたしまして、社協職員設置補助金１,７５４万４,０００円でござ。 

 ２０節扶助費として１億５５５万８,７４３円支出しております。このうち福祉医

療、障害者のほうで６５８万２００円、重度心身障害老人健康管理ということで５７

０万１,９９８円、障害者自立支援８,８０１万４,１８６円を支出させていただいて

おります。 

 また、２８節繰出金ということで４,３４４万１,９９９円支出しております。これ

につきましては、国保基盤安定等繰出金ということで、同額支出をさせていただいて

おります。 

 同款、同項、３目老人福祉費でございます。１億８,４０２万１,６７６円の支出済

額でございます。 

 主なものといたしまして、１９節負担金補助及び交付金ということで６,２４７万

８,５２５円、このうち後期高齢者療養給付費負担金で５,７２１万９,８４３円、山

城病院組合負担金介護老人保健施設事業ということで４１６万７,０００円支出をさ

せていただいております。 

 また、２０節扶助費ということで９５１万１,１７３円、これにつきましては、老

人医療ということで７７７万８３９円、老人福祉施設措置ということで１６４万４,

５３４円。 
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 ２８節繰出金ということで１億５５６万２,９６３円、このうち介護保険事業勘定

繰出金８,２１１万５３４円、介護保険サービス勘定繰出金１３３万８,０００円、後

期高齢者医療特別会計繰出金２,２１１万４,４２９円支出をさせていただきました。 

 同款、同項、６目人権ふれあいセンター費でございます。１２５ページ、１２６ペ

ージでございます。２,８２２万３,８８４円の支出をしております。 

 支出の主な内訳につきましては、職員人件費でございます。 

 少しをページをめくって、１３１ページ、１３２ページをお願いします。 

 同款、２項児童福祉費、１目児童福祉総務費で６,０７２万５,２２１円支出してお

ります。 

 主なものにつきましては、職員人件費、１３節委託料ということで７２２万４,１

２７円、このバス運行業務委託料で５５４万４,４９１円。 

 また、２０節扶助費ということで４,７７２万８,８１１円支出させていただいてお

ります。 

 主なものにつきましては、乳児福祉医療ということで８４１万６,７４２円、児童

手当で３,６６４万５,０００円支出をさせていただいております。 

 同款、同項、３目保育所費でございます。支出済額８,９８８万４,２７８円。 

 主なものが、職員人件費並びに需用費で１,１９７万４,８０１円、このうち賄い材

料費で７４３万１,５５０円が主なものでございます。 

 続いて、同款、同項、４目いきいきこども館費ということで８７２万６１１円支出

しております。 

 主なものにつきましては、職員に係る人件費でございます。 

 １３９ページ、１４０ページをお願いします。 

 同款、同項、５目放課後児童対策費ということで６２３万９,０８６円支出してお

ります。 

 支出の主な内容につきましては、指導員賃金、嘱託職員の賃金でございます。 
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 次に、１４１ページ、１４２ページをお願いいたします。 

 同款、同項、６目子育て支援事業費ということで１,４２４万１,５７０円支出させ

ていただきました。 

 主なものにつきましては、職員人件費となっております。 

 ４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費で６,０５４万８,２５７円支出

をさせていただいております。 

 主な支出につきましては、職員人件費及び１９節負担金補助及び交付金ということ

で３,０９７万２,０００円支出させていただいております。これにつきましては、山

城病院組合負担金で２,９４１万４,０００円、相楽郡広域事務組合分担金休日応急診

療所といたしまして１５４万５,０００円支出させていただいております。 

 また、２８節繰出金ということで２,０００万円支出をさせていただいております。

これにつきましては、国保直診勘定繰出金となっております。 

 同款、同項、２目予防費で１,５８７万１,３６０円支出をさせていただいておりま

す。 

 主なものにつきましては、１３節委託料ということで１,４５２万１,８４３円、こ

のうち、がん検診等検診委託料で７２３万８,０９３円、予防接種等委託料で７２７

万２,７０５円支出をさせていただいております。 

 続いて、同款、同項、４目環境衛生費、支出済額が２億６５４万３,８６８円支出

させていただきました。 

 主なものが、２８節繰出金ということで、２億３３４万６,０００円、これにつき

ましては、下水道事業特別会計繰出金１億５,０５６万円、簡易水道事業特別会計繰

出金５,２７８万６,０００円でございます。 

 同款、同項、５目共同浴場費ということで１,２８１万８,１０２円支出をしており

ます。 

 支出の主なものでございますが、賃金として４４８万６,９７８円。 
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 １１節需用費で７６７万６,１７７円、このうち燃料費が２９４万１,０５６円、光

熱水費で３２２万７１６円支出をさせていただいております。 

 同款、２項清掃費、１目塵芥処理費で１億２,３６５万３,５７１円支出をさせてい

ただいております。 

 主なものにつきましては、１９節負担金補助及び交付金ということで１億２,２１

１万１,０００円、これにつきましては、相楽東部広域連合負担金となっております。 

 同款、同項、２目し尿処理費、３,０６７万１,６２４円支出をしております。 

 主なものにつきましては、１９節負担金補助及び交付金ということで３,０６１万

４,３０２円、このうち相楽郡広域事務組合分担金が２,００４万６,０００円、同じ

く、し尿券ということで、相楽郡広域事務組合負担金ということで９８１万３,４０

２円支出をさせていただいております。 

 ５款農林業費、１項農業費、２目農業総務費で３,８３９万１,３７９円支出してお

ります。 

 １５３ページ、１５４ページでございます。 

 主な支出の内容でございますが、職員人件費並びに１３節委託料ということで１,

０３２万３,０００円、和束茶を活かした新産業創出事業委託料ということで支出を

しております。 

 また、１９節負担金補助及び交付金ということで１,８７９万６,２１５円、これに

つきましては、主なものが、中山間地域等直接支払補助金４７９万７,０７５円、青

年就農給付金給付事業負担金９７５万円が主なものでございます。 

 同款、同項、４目茶業振興費で１,０９３万７,３４８円支出をさせていただいてお

ります。 

 主なものにつきましては、１９節負担金補助及び交付金ということで９６３万２,

３００円、このうち出品茶推進委員会補助金で２００万円、地域ブランド育成支援事

業補助金で１５０万円、共同製茶等省力化推進事業補助金で２８５万２,３００円支
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出させていただいております。 

 続いて、同款、同項、６目農業施設管理費ということで５,８４４万８,２０５円支

出をさせていただいております。 

 主なものが１５節工事請負費ということで５,４００万円、これにつきましてはグ

リンティ和束の改修工事でございます。 

 続いて、１６１ページ、１６２ページをお願いいたします。 

 同款、２項林業費、２目林業振興費でございます。３,０６２万２,２３０円の支出

済額でございます。 

 主なものにつきましては、１３節委託料ということで２,４９７万８,０３４円、こ

のうちマツクイムシ防除委託料で３７２万５,４１４円、マウンテンバイクコースメ

ンテナンス委託料で４２０万円、野生鳥獣個体数調整業務委託料で２９７万６,２８

４円、マウンテンバイクスタートコース調整設計委託料で４２８万３,２８０円、町

有林間伐等事業委託料で２０５万４,０００円支出させていただいております。 

 また、１９節負担金補助及び交付金ということで５１６万４,８００円支出させて

いただいております。これにつきましては、有害鳥獣関係事業補助金ということで５

０８万８,８００円が主なものでございます。 

 続いて、６款商工費、１項商工費、１目商工振興費で１,８７３万７,３００円支出

させていただきました。 

 主なものといたしまして、１９節負担金補助及び交付金１,８７２万３,０００円、

このうち商工会助成金で５００万円、和束町雇用促進事務費負担金ということで１,

０８２万５,０００円支出させていただいております。 

 続きまして、同款、同項、２目観光費でございます。３,７７０万６,４６０円の支

出済額でございます。 

 主なものといたしまして、１３節委託料３,１９１万１,１３１６円支出をしており

ます。このうち観光案内所管理運営委託料が５１６万円、広域観光推進業務委託料が
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９７０万１,０００円、宿泊型周ツアー等実施業務委託料２４９万４,８００円、自転

車愛好家向け商品開発業務委託料２４８万６,０００円、サイクリスト向け商品販路

開拓委託料で２５０万円、茶文化情報発信インバウンド観光事業委託料で４６０万円

支出させていただいております。 

 次に、１６９ページ、１７０ページをお願いしたいと思います。 

 ７款土木費、１項土木管理費、１目土木総務費ということで３,７４９万４,２２５

円支出させていただいております。 

 主なものといたしましては、職員人件費でございます。 

 続いて、１７１ページ、１７２ページでございます。 

 同款、２項道路橋りょう費、２目道路維持費ということで１,２２２万９,３５１円

支出させていただいております。 

 主なものにつきましては、次ページの１３節委託料ということで２６９万６,６４

０円、これについては測量設計業務委託料で１６９万６,６８０円、工事請負費とい

うことで５４５万１,８４０円、これについては町道維持修繕工事ということで支出

をさせていただいております。 

 同款、同項、３目道路新設改良費ということで９,２９７万５,０１０円支出させて

いただいております。 

 主なものにつきましては、１５節工事請負費ということで８,２５６万３,８６０円、

また２２節補償補填及び賠償金ということで、補償金で７２７万１,６４０円支出さ

せていただいております。 

 続きまして、１７７ページ、１７８ページをお願いしたいと思います。 

 ８款消防費、１項消防費、１目常備消防費ということで１億４,６４２万６,０００

円支出をさせていただいております。 

 これにつきましては、相楽中部消防組合負担金ということで１億４,６４１万６,０

００円支出をさせていただいております。 
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 同款、同項、２目非常備消防費ということで２,５９６万９,６５８円。 

 主なものにつきましては、１節報酬ということで消防団員報酬４５４万９,５００

円、８節報償費で３０３万１,６００円、これにつきましては、退職報償金というこ

とで２９５万６,０００円。 

 また、めくっていただきまして、１８節備品購入費ということで５５６万４,３７

６円支出させていただいております。これにつきましては、小型動力ポンプ付積載車

軽消防自動車を購入させていただきました。５２１万６,４００円でございます。 

 １９節負担金補助及び交付金ということで８１３万７,８４６円支出させていただ

いております。これについては、公務災害補償等共済掛金で５８３万７,４４６円、

消防団運営経費補助金で２０９万７,０００円支出させていただいております。 

 同款、同項、３目消防施設費ということで１,０８２万５,０５７円、支出済額でご

ざいます。 

 １５節工事請負費１,０５５万４,２５７円、これは釜塚地内の防火水槽設置工事費

ということで９６４万６,５６０円が主なものでございます。 

 次に、同款、同項、５目災害対策費ということで２,０３３万１,６１４円支出して

おります。 

 主なものにつきましては、１３節委託料ということで１,７９７万５,５２０円、こ

れにつきましては、防災無線保守委託料が４８５万８,９２０円、地域防災計画見直

し業務委託料で５７２万４,０００円、マンホールトイレ設置設計業務委託料で４５

１万４,４００円、Ｊアラート機器更新委託料が２８７万８,２００円となっていると

ころでございます。 

 ９款教育費、１項教育総務費、１目教育委員会費ということで２億２,８０３万３,

０００円支出をさせていただいております。 

 これにつきましては、相楽東部広域連合負担金となっているところでございます。 

 １０款災害復旧費、１項農林業施設災害復旧費、１目農業用施設災害復旧費で２,
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５３２万１,４７６円支出をさせていただいております。 

 主なものといたしまして、１５節工事請負費、農業用施設災害復旧工事費といたし

まして２,２９４万９,８００円支出をさせていただいているところでございます。 

 同款、２項公共土木施設災害復旧費、１目道路橋りょう施設災害復旧で６,２１３

万４,８５５円支出をさせていただいております。 

 主なものが１３節委託料で２,７５２万４,８８０円、これは道路橋りょう災害復旧

に係ります測量設計業務委託料でございます。 

 １５節工事請負費ということで、道路橋りょう災害復旧工事費３,４４６万９,３８

８円支出をさせていただいているところでございます。 

 次に、同款、同項、２目河川災害復旧費で８９７万４,４９６円の支出でございま

す。 

 主なものといたしまして、１５節工事請負費、河川災害復旧工事費で６５９万６,

６８０円支出をさせていただいております。 

 １１款公債費、１項公債費、１目元金で３億７,９５３万４,８６０円支出しており

ます。このうち町債償還元金が３億２,５１１万９,１６４円、町債繰上償還元金で５,

４４１万５,７００円支出しております。 

 同款、同項、２目利子でございます。１,７９６万８,３００円支出させていただい

ております。 

 主なものにつきましては、町債償還利子ということで１,７８７万４,８２１円でご

ざいます。 

 歳出合計でございますが、支出済額が３１億２３５万８,６６８円、翌年度繰越額

が１億２,８３８万８,０００円、不用額が８,５１０万１,３３２円でございます。 

 １８８ページをお願いいたします。 

 実質収支に関する調書 

 区分、金額の順に朗読をもって説明とさせていただきます。 
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 １．歳入総額３２億５,７８７万２３７円 

 ２．歳出総額３１億２３５万８,６６８円 

 ３．歳入歳出差引額１億５,５５１万１,５６９円 

 ４．翌年度へ繰り越すべき財源 

   １．継続費 繰越額０円 

   ２．繰越明許費繰越額２,９６６万７,０００円 

   ３．事故繰越し繰越額０円、計２,９６６万７,０００円でございます。 

 ５．実質収支額１億２,５８４万４,５６９円 

 ６．実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入金０円でご

ざいます。 

 １８９ページ以降につきましては、財産に関する調を載せさせていただいておりま

すので、また、お目通しのほうをよろしくお願いいたします。 

 続きまして、１９７ページ、１９８ページをお願いします。 

 引き続き、私のほうからは、平成３０年度和束町湯船財産区特別会計につきまして

説明をさせていただきます。 

 まず、歳入でございます。 

 これにつきましても、主立ったもののみの説明とさせていただきますので、よろし

くお願いします。 

 １款財産収入、２項財産売払収入、２目物品売払収入、８６５万２６２円収入済額

でございます。 

 これにつきましては、１節物品売払収入ということで、立木伐採保証料として歳入

をしているところでございます。 

 ３款繰入金、１項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金ということで２５０万円の

歳入がございます。 

 ４款繰越金、１項繰越金、１目繰越金ということで、１節前年度繰越金ということ
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で８０万７,５８５円の歳入がございました。 

 歳入合計でございます。調定額が１,２６５万１,２７３円、収入済額が１,２６５

万１,２７３円、不納欠損額が０円、収入未済額は０円でございます。 

 続いて、２０１ページ、２０２ページをお願いいたします。 

 続いて、歳出でございます。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費ということで３１２万１,７９２円

支出をさせていただいております。 

 これにつきましては、主なものは職員人件費となっております。 

 同款、同項、２目財産管理費で８７５万３,５１４円支出をさせていただいており

ます。 

 ２５節積立金ということで、支出済額が８５５万４,５６４円、これにつきまして

は、財政調整基金積立金として同額積み立てをさせていただいております。 

 歳出合計、支出済額が１,１８９万３０６円、翌年度繰越額が０円、不用額が１４

０万４,６９４円でございます。 

 ２０６ページをお願いいたします。 

 実質収支に関する調書ということで、区分、金額の順に説明をさせていただきます。 

 １．歳入総額１,２６５万１,２７３円、 

 ２．歳出総額繰入総額１,１８９万３０６円 

 ３．歳入歳出差引額７６万９６７円 

 ４．翌年度へ繰り越すべき財源 

   いずれもございません。 

 ５．実質収支額７６万９６７円 

 ６．実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入金０円 

 ２０７ページ以降、財産に関する調をつけさせていただいております。また、お目

通しのほうをよろしくお願いいたします。 
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 なお、ほかの特別会計につきましては、それぞれの担当課長のほうから説明いたし

ますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 続きまして、私から、認定第３号 平成３０年度和束町国民健康保険特別会計（事

業勘定）歳入歳出決算につきまして、事項別明細書により説明をさせていただきます。 

 なお、説明は主なもののみとさせていただきます。 

 まず、２１３ページ、２１４ページの歳入からでございます。 

 １款国民健康保険税、１項国民健康保険税、１目一般被保険者国民健康保険税、収

入済額が１億５,７１８万１,３６５円、不納欠損額１４１万４２８円、収入未済額１,

９６３万９,５６０円でございます。 

 収入の主なものといたしまして、１節医療給付費分現年課税分で１億５４８万７,

２８３円、２節後期高齢者支援金分現年課税分で３,２７２万８１５円、３節介護納

付金分現年課税分で１,１４８万１,５４９円でございます。 

 同款、同項、２目退職被保険者等国民健康保険税、収入済額が１０３万３１８円、

不納欠損額５,６００円、収入未済額が２万５,４００円でございます。 

 めくっていただきまして、２１５ページ、２１６ページをお願いいたします。 

 ４款府支出金、２項府補助金、１目保険給付費等交付金、４億８,８０４万３,００

０円。 

 内訳といたしまして、１節普通交付金で４億６,３０２万９,０００円、２節特別交

付金で２,５０１万４,０００円でございます。 

 めくっていただきまして、２１７ページ、２１８ページでございます。 

 ６款繰入金、２項一般会計繰入金、１目保険基盤安定繰入金、保険税軽減分でござ

いますが、収入済額が２,２１５万７,９３５円でございます。 
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 また、同款、同項、２目保険基盤安定繰入金の保険者支援分として１,２６８万９,

５４７円収入済みとなっております。 

 めくっていただきまして、同款、同項、５目財政安定化支援事業繰入金として２９

４万２,６５３円でございます。 

 ７款繰越金、１項繰越金、１目繰越金で５,２６７万７,２７３円、１節前年度繰越

金でございます。 

 ８款諸収入、４項雑入、めくっていただきまして、２２１ページになりますが、５

目療養給付費等交付金７８７万７,０６１円の収入でございます。過年度分でござい

ます。 

 歳入合計、調定額が７億７,３１０万４,８９５円、収入済額７億５,２０１万８,０

７６円、不納欠損額１４１万６,０２８円、収入未済額１,９６７万７９１円でござい

ます。 

 めくっていただきまして、２２３ページ、２２４ページから歳出でございます。 

 歳出につきましても、歳入と同様に説明をさせていただきます。 

 まず、２２５ページ、２２６ページの２款保険給付費、１項療養諸費、１目一般被

保険者療養給付費で３億９,９８０万１,８５６円でございます。 

 ２目退職被保険者等療養給付費で２０５万６,９４４円、３目一般被保険者療養費

で３５６万２,１１１円でございます。 

 同款、２項高額療養費、１目一般被保険者高額療養費で５,７１２万６,１８４円で

ございます。 

 めくっていただきまして、２２７ページ、２２８ページ。 

 同款、４項出産育児諸費、１目出産育児一時金で２５２万円の支出済みでございま

す。６件分の支出でございます。 

 めくっていただきまして、２２９ページ、２３０ページ。 

 ３款国民健康保険事業費納付金、１項医療給付費分、１目一般被保険者医療給付費
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分として１億２,４８４万１,８０２円支出しております。 

 ２項後期高齢者支援金等分、１目一般被保険者後期高齢者支援金等分で４,０３５

万１,０５４円支出しております。 

 めくっていただきまして、同款、３項介護納付金分、１目介護納付金分で１,６１

２万６,３３８円支出しております。 

 以上が、京都府への納付金でございます。 

 ６款保健事業費、１項保健事業費、１目疾病予防費で６２２万３,０５０円の支出

でございます。 

 主なものといたしまして、１３節委託料で５４７万７,４９６円、人間ドックの検

査委託料として、そのうち４８０万５,６１８円を支出しております。 

 続きまして、同じページでございますが、同款、２項特定健康診査等事業費、１目

特定健康診査等事業費、２３３ページになりますが、支出は３９７万８,２１０円支

出しております。 

 主なものといたしましては、１３節委託料で３７０万８６円、特定健康診査委託料

でございます。 

 ７款公債費、１項公債費、１目元金４００万円でございます。償還金でございます。 

 ８款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、２目償還金として１,４６１万３,６１

５円でございます。 

 ２３節償還金利子及び割引料となっております。 

 めくっていただきまして、２３５ページ、２３６ページでございます。 

 同款、４項基金積立金、１目財政調整基金積立金ということで２,０００万円の財

政調整基金に積み立てをしております。 

 歳出合計、支出済額が７億１６９万９,９４７円、翌年度繰越額０円、不用額５８

８万４,０５３円でございます。 

 めくっていただきまして、２３８ページ、実質収支に関する調書でございます。 
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 区分、金額の順に申し上げます。 

 １．歳入総額７億５,２０１万８,０７６円 

 ２．歳出総額７億１６９万９,９４７円 

 ３．歳入歳出差引額５,０３１万８,１２９円 

 ４．翌年度へ繰り越すべき財源はございません。 

 ５．実質収支額５,０３１万８,１２９円 

 ６．実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額は、０円

でございます。 

 ２３９ページ、２４０ページに財産に関する調をつけておりますので、お目通しい

ただきたいと思います。 

 以上、平成３０年度国民健康保険特別会計（事業勘定）につきましての説明とさせ

ていただきます。 

 なお、直営診療施設勘定につきましては、診療所事務長と説明を交代させていただ

きます。 

 よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 会議説明の途中ですが、ただいまから午後２時４５分まで休憩します。 

休憩（午後２時３２分～午後２時４５分） 

○委員長（岡田 勇君） 

 休憩前に引き続き会議を開き、説明を続けます。 

 国民健康保険診療所事務長。 

○診療所事務長（久保順一君） 

 続きまして、私のほうからは、平成３０年度和束町国民健康保険特別会計（直診勘

定）歳入歳出決算につきまして、事項別明細書により説明させていただきます。主な

もののみとさせていただきます。 



― 64 ― 

 ２４１、２４２ページをよろしくお願いします。 

 歳入でございます。 

 １款診療収入、２項外来収入、１目国民健康保険診療収入です。１節現年度分につ

きまして、収入済額が１,２１４万３,８９６円でございます。 

 ７目後期高齢者医療保険診療報酬収入としまして、１節現年度分としまして３,３

１８万１,８４４円の収入となっております。 

 めくっていただきまして、２４３、２４４ページでございます。 

 ５款繰越金、１項繰越金、１目繰越金としまして１節前年度繰越金です。８７９万

６,６５９円ということで、純繰越金でございます。 

 ６款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金としまして１節一般会計繰

入金２,０００万円となっております。 

 ８款諸収入、２項受託収入、１目検診等受託収入でございます。収入済額が７００

万４,８８０円となっております。 

 めくっていただきまして、２４５、２４６ページでございます。 

 歳入合計でございます。調定額が９,８９３万３,７７９円、収入済額が９,８９２

万９,７３９円、不納欠損額が４,０４０円、収入未済額が０円でございます。 

 めくっていただきまして、２４７、２４８ページでございます。 

 歳出でございます。 

 １款総務費、１項施設管理費、１目一般管理費としまして支出済額が６,６６１万

５,６０２円ということでございます。 

 主なものとしましては職員の人件費と、そして１１節需用費で４０３万３,０００

円、そのうち修繕費が１５９万１,５６６円となっております。 

 めくっていただきまして、同款、同目でございます。１３節委託料で収入済額が３

１１万４,７２６円、このうちの診療所医師派遣業務委託料としまして１４２万５,６

００円の支出となっております。 
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 それと、１５節工事請負費として１８４万１,２４９円となっております。 

 めくっていただきまして、２款医業費、１項医業費、３目医薬品衛生材料費としま

して１１節需用費２,５２６万９,３５１円、これにつきましては医薬品材料費でござ

います。 

 歳出合計でございます。支出済額が９,７３３万２,０９２円、翌年度繰越額は０円、

不用額が２０５万５,９０８円となっております。 

 めくっていただきまして、２５３、２５４ページでございます。 

 実質収支に関する調書でございます。 

 区分、金額の順に朗読させていただきます。 

 １．歳入総額９,８９２万９,７３９円 

 ２．歳出総額９,７３３万２,０９２円 

 ３．歳入歳出差引額１５９万７,６４７円 

 ４．翌年度へ繰り越すべき財源としましては、ございません。 

 ５．実質収支額につきましては１５９万７,６４７円 

 ６．実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額は、０円

でございます。 

 次に、２５５から２６０ページにつきましては財産に関する調が掲載されています

ので、後ほどお目通しのほうをよろしくお願いいたします。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 それでは、私のほうからは、事項別明細書２６１ページ、平成３０年度和束町簡易

水道事業特別会計歳入歳出決算事項別明細書に基づきまして、重要なもののみのご説

明とさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 
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 それでは、歳入でございます。 

 １款使用料及び手数料、１項使用料、１項水道使用料としまして現年度分８,００

０万４,１８２の収入でございます。過年度分としまして１９２万９,４００円の収入

でございます。 

 続きまして、２款分担金及び負担金、１項分担金、１目施設分担金としまして１節

施設分担金現年度分で工事分担金６７３万５,２０４円でございます。 

 めくっていただきまして、５款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金

でございます。一般会計より５,２７８万６,０００円の繰り入れをしております。 

 続きまして、６款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、１節前年度繰越金でございま

す。純繰越金として１,３４８万９,４７１円でございます。 

 ７款諸収入、２項雑入、１目雑入でございます。１節雑入で消費税還付金として１ ,

２５８万４,４８５円の収入でございます。 

 めくっていただきまして、同款、３項延滞金加算金及び過料、２目過料で２２万円、

収入未済額が５０２万７,７２８円、過料でございます。 

 ８款町債、１項町債、１目施設費、１節施設費として水道施設整備事業費債として

３,９９０万円の収入済みでございます。 

 歳入合計でございますが、２億８６９万５,７７７円、収入未済額につきましては

１,９６４万３,１３９円となっております。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。歳出につきましても、主なもののみ

の説明とさせていただきます。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、１１節需用費でございます。支出

済額が１,５３７万７,８９８円。主なものとして、光熱水費で６１０万８,０６６円、

修繕費で６９５万４,８７６円、医薬品材料費で１７０万４,６７２円。 

 めくっていただきまして、同款、同項、同目の１２節役務費で通信運搬費として２

７３万４,１５２円、１３節委託料で水道メーター交換委託料として２６４万６,００
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０円、同じく、２５節積立金としまして、簡易水道事業減債基金積立金に１,１００

万円でございます。 

 めくっていただきまして、２款施設費、１項施設費、１目施設費、１５節工事請負

費で統合簡易水道事業整備工事ということで３,７８９万２,０００円でございます。 

 ３款公債費、１項公債費、１目元金、２目利子ということで償還金利子及び割引料

で償還金で７,０７３万９,３４８円、利子としまして２,０２８万１,０６８円でござ

います。 

 歳出合計でございますが、支出済額が１億９,７５３万７,８８１円、翌年度に繰り

越しとしまして１億３,４８２万６,０００円、不用額として６７８万１,１１９円で

ございます。 

 めくっていただきまして、実質収支に関する調書でございます。区分、金額で説明

させていただきます。 

 １．歳入総額２億８６９万５,７７７円 

 ２．歳出総額１億９,７５３万７,８８１円 

 ４．翌年度へ繰り越すべき財源としまして、繰越明許費繰越額として６９万８,０

００円 

 ５．実質収支額額１,０４５万９,８９６円 

 ６．実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額は、０円

でございます。 

 そのあと、財産に関する調書をつけさせていただいております。後、お目通しのほ

うをよろしくお願いいたします。 

 引き続きまして、平成３０年度和束町下水道事業特別会計歳入歳出決算事項別明細

により、下水道事業の歳入歳出についての説明を続けさせていただきます。 

 まず、歳入でございます。 

 ２款使用料及び手数料、１項使用料、１目下水道使用料でございます。 
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 １節下水道使用料現年度分としまして３,０２７万５４０円の収入済みでございま

す。過年度分としまして４０万１,９３７円の収入済みでございます。 

 めくっていただきまして、同款、１項一般会計繰入金ということで、１目一般会計

繰入金、一般会計より１億５,０５６万円の繰り入れを行っております。 

 ６款繰越金、１項繰越金、１目繰越金ということで、純繰越金として２３９万２,

９４８円の繰り越しを入れております。 

 ８款町債、１項町債、１目下水道事業債で１節特定環境保全公共下水道事業債とし

て４,０００万円を入れております。 

 歳入合計ですが、収入済額２億２,３６７万８,８８５円、収入未済額につきまして

は６７１万１,８５６円となっております。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 もう１枚めくっていただきまして、歳出の２款管理費、１項施設管理費、１目施設

管理費でございます。 

 主なものとしましては、１１節需用費で光熱水費３６７万９,０１０円、修繕費で

５２４万３,９４０円。 

 １３節委託料で処理場運転管理委託料としまして１,９４４万円、汚泥処理及び運

搬委託料として４４３万７,９５１円でございます。 

 同款、同項、２目管渠管理費でございます。 

 同じくこちらも１１節需用費で光熱水費２２５万６,６５６円、修繕費で４４８万

１,２４４円。 

 １２節役務費で、通信運搬費が６９万９,２３８円。 

 １３節委託料で、下水道運搬委託料として４４万９,５４０円。これにつきまして

は、昨年の台風のときの停電に伴う委託料でございます。 

 めくっていただきまして、４款公債費、１項公債費、１目元金、２目利子というこ

とで２３節償還金利子及び割引料として償還金が１億３,０１８万２,７２５円、利子
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としまして３,１２９万７,５７８円。 

 歳出合計ですが、支出済額が２億１,７８７万７４７円、翌年度へ繰り越した額が

３５０万円、不用額として１２４万２,２５３円でございます。 

 めくっていただきまして、実質収支に関する調書でございます。これも同様、区分、

金額で読み上げさせていただきます。 

 １．歳入総額２億２,３６７万８,８８５円 

 ２．歳出総額２億１,７８７万７４７円 

 ３．歳入歳出差引額５８０万８,１３８円 

 ４．翌年度へ繰り越すべき財源、繰越明許費繰越額として３５０万円 

 ５．実質収支額につきましては２３０万８,１３８円 

 ６．実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額について

は、０円でございます。 

 次のページから財産に関する調書をつけさせていただいております。後、お目とし

のほうをよろしくお願いいたします。 

 慎重審議の上、承認いただきますようよろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 

 それでは、私からは、認定第６号 平成３０年度和束町介護保険特別会計の歳入歳

出決算につきまして、事項別明細に基づきまして、主なもののみ説明させていただき

ます。 

 まず、初めに、保険事業勘定のほうからさせていただきます。 

 歳入でございます。 

 １款保険料、１項介護保険料、収入済額１億２,７５６万８,０５０円。 

 主なものといたしましては、１節現年度分の特別徴集保険料で１億２,１０３万６,
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６８０円、２節現年度分の普通徴集保険料５９４万８,４３０円でございます。 

 ３款国庫支出金、１項国庫負担金、１目介護給付費負担金で９,９４１万９２４円。

これにつきましては、１節現年度分ということでございます。 

 同款、２項国庫補助金、１目調整交付金、収入済額３,９３９万８,０００円、１節

現年度分の調整交付金ということでございます。 

 おめくりいただきまして、２９９ページ、３００ページをお願いします。 

 ４款支払基金交付金、１項支払基金交付金、１目介護給付費交付金で１億４,８３

８万３,０００円、これにつきましても１節現年度分の給付費の交付金でございます。 

 おめくりいただきまして、３０１ページ、３０２ページのほうをお願いします。 

 ５款府支出金、１項府負担金、１目介護給付費負担金で収入済額８,５５６万円、

これにつきましても１節現年度分、介護給付費の負担金でございます。 

 ７款繰入金、１項一般会計繰入金、１目介護給付費繰入金、収入済額７,０３０万

２,７６６円、これにつきましても、１節介護給付費の繰入金となっております。 

 同款、同項、４目その他一般会計繰入金、収入済額５７９万５,０５０円、これに

つきましては、１節事務費等の繰入金ということになっております。 

 おめくりいただきまして、３０５ページ、３０６ページをお願いします。 

 ９款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、収入済額２,５８７万３,５３５円、これに

つきましては、１節前年度繰越金ということになっております。 

 歳入合計、調定額６億３,３３９万１,３９６円、収入済額６億２,８４９万６,７７

９円、不納欠損額３４万９１３円、収入未済額４５５万３,７０４円でございます。 

 おめくりいただきまして、歳出でございます。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、支出済額３０８万６,３５７円。 

 主なものといたしまして、１９節負担金補助及び交付金で１４９万２,９７４円。

これにつきましては、Ｎｅｗ－ＴＲＹ－Ｘのサポートの負担金、また、法制度の改正

に伴う改修の負担金となっております。 
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 同款、３項介護認定審査会費、１目認定調査等費２２９万９,２７７円。 

 これにつきましては、認定調査に係る賃金となっております。 

 同款、同項、２目認定審査会委託負担金、支出済額１５９万３,８４０円。 

 これにつきましては、１９節負担金補助及び交付金で、介護認定審査会に係る費用

の負担金でございます。 

 ２款保険給付費、２１項介護サービス等諸費、１目居宅介護サービス給付費、支出

済額２億１,０６８万９,２２６円。 

 １９節負担金補助及び交付金ということで、全額負担金となっております。 

 同款、同項、５目施設介護サービス給付費、支出済額２億５,４４３万６,９１７円。 

 これにつきましても、１９節負担金補助及び交付金となっております。 

 同款、同項、９目居宅介護サービス計画給付費、支出済額２,２３０万７,１２４円。 

 １９節負担金補助及び交付金ということで、これにつきましては、介護プラン作成

に係る介護支援専門員の費用となっております。 

 同款、２項介護予防サービス等諸経費、１目介護予防サービス給付費、支出済額９

１１万４,２９９円。 

 １９節負担金補助及び交付金ということで、これにつきましては、要支援者１、２

の方の介護サービス費の負担金となっております。 

 おめくりいただきまして、３１３ページ、３１４ページをお願いします。 

 同款、同項、７目介護予防サービス計画給付費、支出済額２３７万９,１００円。 

 １９節負担金補助及び交付金で、要支援者に係る介護支援プランの作成の費用とな

っております。 

 同款、４項高額介護サービス等費、１目高額介護サービス費、支出済額１,４９２

万４５７円。 

 １９節負担金補助及び交付金ということで、一定の負担限度を超える介護費用の支

払額を還付するものでございます。 
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 おめくりいただきまして、３１５ページ、３１６ページをお願いします。 

 同款、５項特定入所者介護サービス等費、１目特定入所者介護サービス費、支出済

額４,０３８万３,２４０円。 

 １９節負担金補助及び交付金で、施設入所短期入所サービスに係る食費、居住費の

軽減に係る負担金となっております。 

 ４款地域支援事業費、１項介護予防生活支援サービス事業費、２目介護予防ケアマ

ネジメント事業費といたしまして５０７万８,１７８円。 

 これにつきましては、職員の人件費となっております。 

 同款、２項一般会計予防事業費、１目一般介護予防事業費、支出済額４２４万６,

８００円。 

 １３節委託料といたしまして、これにつきましては、一般の介護予防といたしまし

て、いきいき元気塾なりすこやかファイト教室、シニアライフサポート学級などの介

護予防教室の事業所への委託料となっております。 

 同款、３項包括的支援事業任意事業費、２目総合相談事業費、支出済額５３７万７ ,

２２９円、これにつきましては、職員の給与となっております。 

 また、７節賃金としまして３１５万２,６４３円、これにつきましては、臨時職員

の賃金となっております。 

 おめくりいただきまして、３２１ページ、３２２ページをお願いします。 

 同款、同項、１０目認知症初期集中支援推進事業、支出済額１５万円。 

 これにつきましては、１９節負担金補助及び交付金といたしまして、相楽東部３町

村で相楽東部広域連合への事業委託で、認知症の初期の方に対する集中的なケアとい

うことの負担金でございます。 

 同款、同項、１１目在宅医療介護連携推進事業、支出済額７９万４,７０４円。 

 １３節委託料といたしまして、木津川市、相楽郡の町村で相楽医師会への委託料と

なっております。 



― 73 ― 

 ５款基金積立金、１項基金積立金、１目介護給付費準備基金積立金、支出済額５０

０万円。 

 ２５節積立金でございます。 

 おめくりいただきまして、３２３ページ、３２４ページをお願いします。 

 ７款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、３目償還金といたしまして、支出済額

１,５３９万３,０２０円。 

 これにつきましては、２３節償還金利子及び割引料といたしまして、国・府への返

還金１,５１１万４,９４５円、過誤納還付金として２７万８,０７５円となっており

ます。 

 歳出合計、支出済額６億１,９４０万１,８２６円、翌年度繰越額０円、不用額１５

９万８,１７４円でございます。 

 おめくりいただきまして、３２６ページをお願いします。 

 実質収支に関する調書。区分、金額の順に説明させていただきます。 

 １．歳入総額６億２,８４９万６,７７９円 

 ２．歳出総額６億１,９４０万１,８２６円 

 ３．歳入歳出差引額９０９万４,９５３円 

 ４．翌年度へ繰り越すべき財源はございません。 

 ５．実質収支額９０９万４,９５３円 

 ６．実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額、０円で

ございます。 

 次ページにつきましては基金の調になっておりますので、また、お目通しください。 

 続きまして、３２９ページ、３３０ページをお願いいたします。 

 平成３０年度和束町介護保険特別会計のサービス事業勘定に係ります歳入歳出の決

算の事項別明細でございます。 

 まず、収入でございます。 
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 １款サービス収入、１項予防給付費収入、１目居宅支援サービス計画費収入、収入

済額３１５万４００円。 

 これにつきましては、１節居宅支援サービス計画費収入ということでございます。 

 ２款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金で収入済額１３３万８,０

００円。 

 これにつきましては、一般会計への繰入金、全額でございます。 

 収入合計、調定額４６３万４９５円、収入済額４６３万４９５円、不納欠損額０円、

収入未済額０円でございます。 

 おめくりいただきまして、３３１ページ、３３２ページ。 

 歳出でございます。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、支出済額３５３万５,６７１円。 

 これにつきましては、職員の人件費でございます。 

 ２款事業費、１項居宅介護支援事業費、１目居宅介護支援事業費、支出済額８６万

９,１３０円。 

 １３節委託料といたしまして、介護予防計画の委託料となっております。 

 おめくりいただきまして、歳出合計、支出済額４４０万４,８０１円、翌年度繰越

額０円、不用額２２万５,１９９円となっております。 

 おめくりいただきまして、３３６ページ。 

 実質収支に関する調書でございます。区分、金額の順に説明させていただきます。 

 １．歳入総額４６３万４９５円 

 ２．歳出総額４４０万４,８０１円 

 ３．歳入歳出差引額２２万５,６９４円 

 ４．翌年度へ繰り越すべき財源、ございません。 

 ５．実質収支額２２万５,６９４円 

 ６．実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額０円 
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 私からは以上でございます。慎重審議の上、よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 続きまして、認定第７号 平成３０年度和束町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算につきまして、事項別明細書により説明させていただきます。 

 先ほどと同様、主なもののみとさせていただきます。 

 まず、３３７ページ、３３８ページをお願いいたします。 

 歳入でございます。 

 １款保険料、１項後期高齢者医療保険料、１目特別徴集保険料、収入済額２,３７

５万１,７７７円、不納欠損額０円、収入未済額０円でございます。 

 同款、同項、２目普通徴集保険料、収入済額が１,８４８万７,１７１円、不納欠損

額０円、収入未済額１９８万４,１５４円でございます。 

 内訳といたしましては、１節現年度分で１,８４０万５,３６７円の収入でございま

す。 

 ３款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金で２,２１１万４,４２９円

でございます。 

 このうち２節保険基盤安定繰入金として１,９２２万３,４２９円繰り入れをしてお

ります。 

 めくっていただきまして、３３９ページ、３４０ページ、５款諸収入、４項雑入、

３目雑入で収入済額が３１４万３６４円でございます。 

 １節雑入ということで、こちらにつきましては、被保険者に対する健診及び人間ド

ックに係る京都府後期高齢者医療広域連合からの補助金でございます。 

 歳入合計、調定額６,９９２万６,６４１円、収入済額６,７９４万２,４８７円、収

入未済額１９８万４,１５４円でございます。 
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 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 まず、２款後期高齢者医療広域連合納付金、１項後期高齢者医療広域連合納付金、

１目後期高齢者広域連合納付金で６,２４１万５,１８６円。 

 １９節負担金補助及び交付金でございます。こちらにつきましては、被保険者の方

が納めていただきました保険料分と構成団体としての市町村が分賦金を支払う分の合

計でございます。 

 ３款保健事業費、１項健康保持増進事業費、１目健康診査費、４４６万８,２７１

円。 

 このうち主なものといたしましては、１３節委託料で４２１万８,４６４円、健康

診査委託料でございますが、こちらにつきましては、先ほど申し上げました人間ドッ

ク及び健診事業に係ります委託料でございます。 

 めくっていただきまして、３４３ページ、３４４ページで歳出合計でございます。

支出済額６,７５２万９,３８５円、翌年度繰越額０円、不用額３２万６１５円。 

 めくっていただきまして、３４６ページ、実質収支に関する調書でございます。区

分、金額の順に申し上げます。 

 １．歳入総額６,７９４万２,４８７円 

 ２．歳出総額６,７５２万９,３８５円 

 ３．歳入歳出差引額４１万３,１０２円 

 ４．翌年度へ繰り越すべき財源はございません。 

 ５．実質収支額４１万３,１０２円 

 ６．実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定により基金繰入額は、０円

でございます。 

 以上、平成３０年度後期高齢者医療特別会計決算の説明とさせていただきます。 

 よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 
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 以上で、平成３０年度決算についての説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 委員の皆さんにお願いします。 

 質問される委員は、最初に何ページのどの部分かを明確にし、質問してください。 

 １０番、小西委員。 

○１０番（小西 啓君） 

 では、平成３０年度の決算審査意見書の中から質問させていただきます。 

 全体的に見ると、いい監査の報告、意見書で町長も安心されていると思われるんで

すが、どっこいそうはいかないと思いまして、質問させていただきたいと思います。 

 町税のほうとか、いろんな使用料、負担金のところでは徴収率が上がっているとい

うことで評価しておられますが、なぜ、このように徴収率が上がったかという原因が

あると思いますから、順番に税の担当、使用料の担当している各課の課長、答弁をお

願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 はい、お答えいたします。 

 税に関しましては、現年度分と過年度分、滞納繰越分ということでございます。 

 現年度につきましては、広報させていただいております防災無線の期限の広報、あ

るいは口座振替を緩衝するという広報をさせていただいております。また、広報紙で

まちのカレンダーというのは、毎月、広報紙に挟み込みでありますけれども、そこに

も納期限ということで挙げさせていただいております。そういったことで、納税者の

皆様の納税意識の向上につながっているのかなというふうに考えております。  

 また、過年度分滞納繰越分につきましては、税機構のほうへ移管して、その徴集を

していただいているわけでございますが、地方税法等法令にのっとりまして、差し押
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さえなり、あるいはどうしても徴集が不納の場合は不納欠損ということで一定整理を

していただいていると。その一定の整理のもとで、それが現年度分の納税にもつなが

っているのではないかというふうに考えております。 

○委員長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 お答えさせていただきます。 

 建設課につきましては、使用料の分の過年度分につきまして、以前に一旦徴集の関

係の見直しをかけております。平成２５年度あたりにかかっていると思います。それ

をもう一回徹底的に見直すということで、個人の家を職員が訪問し、返済計画をもう

一度立て直してくださいということで建て直してもらいながら、無理のない徴集を建

て直し、徴集しているというのが今の現実でございます。これに伴いまして、徴集が

かなりよくなっているというのは、現象としてこの率にあらわれていると考えており

ます。 

○委員長（岡田 勇君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 

 私からは、介護保険料の関係でございますが、経年度分につきましては、従前から

戸別に家庭訪問なりさせていただいて、一括収納できない方につきましては、分納な

り何なりという徴集の方法を検討させて相談させていただいてやっておるわけなんで

すが、納付されている方につきまして、事業等収入の増等あった見たいで、収入のほ

うがふえたのでというので、満額入金させていただいた方等ございました。 

 過年度分につきましては、介護保険料につきましては、若干、下がったポイント数

になっておりますが、これにつきましては、戸別訪問させていただいた中で、皆様、

ほかにも債権のほうを持っておられるようで、まず税のほうとかをさきに整理した中
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で、その後に介護保険料ということで、２番手、３番手のほうに回っているのかなと

いうことで、３０年度につきましては過年度分の徴収率は若干下がったというところ

でございます。 

○人権啓発課長（井上順三君） 

 済みません、小西委員のご質問でございますが、人権啓発課の所管につきましては、

使用料等については所管では扱っておりません。 

 現在、人権啓発課の所管につきましては、貸付金ということで生活更生資金を取り

扱いさせていただいています。生活更生資金につきましては、借受人さんの状況を把

握しながら分割の相談にも応じながら、現在、徴集に努めておりますおりまして、借

受人さんの状況が死亡等、監査の意見書の中にもありましたが、今後につきましては、

弁護士さん等と相談もしながら徴集に努めてまいりたいと思っていますので、よろし

くお願いいたします。 

 以上です。 

○委員長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 先ほど税住民課の所管で後期高齢の保険料がございます。それについてお答えでき

ておりませんでしたので、お答えさせていただきます。 

 後期高齢の保険料現年分につきましては、２ポイント悪化しておるということでご

指摘をいただいております。その要因といたしましては、大口の方が１名いらっしゃ

います。後期高齢の保険料の限度額が６３万円となっております。その６３万円の方

でございます。お話をさせていただきまして、納付の誓約書をいただいて納付につな

げるということで制約をいただいております。 

 また、そのほかにも１０万円、２０万円という方がいらっしゃいまして、そちらに

つきましても一定納付の誓約書をいただきまして、納付につなげているというところ



― 80 ― 

でございます。 

○委員長（岡田 勇君） 

 １０番、小西委員。 

○１０番（小西 啓君） 

 今、どういうことをしたらこういうようなポイントが上がったかということを聞か

せていただきましてけれど、私は質問させてもらっていますけれど、やったらできる

ということですよね。そしたら、今までなぜこういうポイントが上がってこなかった

かということは、やってなかったということですか。やってんねんけれど、納税者の

方が言うことを聞いてくれなかったと。急にやり出したらこのようなポイントが上が

ってきたということですか。そしたら、今までのことの原因は何かということは、順

番に言っていただけますか。 

○委員長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 はい、お答えいたします。 

 まず、税につきましては、数年前から９５％台後半でずっと来ているというふうに

認識をしております。それが徐々に上がってきているというところでございます。そ

れにつきましても、税機構の取り組みが反映されているのかなというふうに考えてお

ります。 

○委員長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 建設課の分につきましては、過去に一度やっております、それの生活実態等の変化

も含めまして、見直しをもう一度かけたというのが現実でございます。実際的には、

ここ２年ほどかかってかけた見直しで成果がぼちぼち出てきているというのが現実で
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ございます。 

○委員長（岡田 勇君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 

 福祉課所管の分につきましては、数年前からずっと同じような徴集の仕方をさせて

いただいて、戸別訪問等もさせていただいておりました。だんだんと住民の方、制度

等こちらの趣旨とかも理解していただいているのかなと思うところでございます。  

○委員長（岡田 勇君） 

 人権啓発課長。 

○人権啓発課長（井上順三君） 

 はい、お答えいたします。 

 徴収につきましては、借受人の方の生活実態等相談に応じながら、分割も含めまし

て徴収に努めてまいりたいと考えていますので、よろしくお願いします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 １０番、小西委員。 

○１０番（小西 啓君） 

 馬場課長、２年前に見直しかけているということですね。そしたら、見直しをかけ

てなかったときはどういうような状態だったんですか。自分が課長職についてなかっ

たときのことは言わなくていいですから、課長職についたときからでいいから。 

○委員長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 はい、お答えします。 

 私が建設課長につくというよりも、以前に弁護士が入って徴収の約束をしていただ

くということで行ってきております。その後に、生活実態をもとに徴収額をもう一度
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見直してもらったというのが現実でございますので、そのあたりについてはそのよう

に理解をしていただきたいと思います。 

○委員長（岡田 勇君） 

 １０番、小西委員。 

○１０番（小西 啓君） 

 そしたら、各課の使用料を担当している課長はこれからも努力して、少しでもポイ

ントが上がっていくように、来年の決算の意見書にはそういう意見が出るように頑張

ってほしいと思います。 

 次に、ここにも書いてありますけれど、京都府下の比較をしたら、和束町は悪いと

いうことが書いてありますね。府内町村並みに徴収率のアップに努める必要があると

書いてありますけれど、そこまで持っていく努力はしようとしていますか。それとも

このまま下位のほうに甘んじているんですか。その辺の意見を言っていただきましょ

うか。 

○委員長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 はい、お答えいたします。 

 今、比較が載っているのが２９年度ということでございますが、徐々にこの差も縮

まってきているというふうに考えております。今後も引き続き納付してもらいやすい

環境づくり等、頑張っていきたいと思います。 

○委員長（岡田 勇君） 

 １０番、小西委員。 

○１０番（小西 啓君） 

 そしたら、来年の審査意見書にはこういうような文脈は出てこないように頑張って

いただきたいと思いますので、よろしくお願いしますね。 
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 次に、不納欠損、各課やられておりますね。中身を少し詳しく、不納欠損の額に対

してどういうような状況でどういうようなことに不納欠損したかということ、各課、

順番に発表してください。 

○委員長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 はい、お答えいたします。 

 税目ごとで細かくなりますが、よろしくお願いいたします。 

 まず、住民税、普通徴集分でございますが、時効消滅が５件１万１,０００円、そ

れから、執行停止後３年経過というのが６件で１１万２,３００円、執行停止後すぐ

に即時消滅、これにつきましてはゼロでございます。 

 固定資産税の時効消滅が３７件２９万１００円、執行停止後３年経過が３３件で２

６万５,４００円、それから即時に消滅というのは３４件で１７万６,２６９円、軽自

動車税が時効消滅が２５件で７万９,４００円、執行停止後３年経過といいますのは

１２件の４万９,８００円、執行停止後すぐに即時消滅が２３件１０万９,１００円、

国保税では、こちらも普通徴収になりますが、１４０件の９７万２,９２８円、執行

停止後３年経過が７１件４４万３,１００円、即時消滅はゼロでございます。 

 合計いたしますと、時効消滅が２０７件１３５万３,４２８円、３年経過が１２２

件８７万６００円、即時消滅が５７件の２８万５,３６９円、総合計といたしまして

３８６件２５０万９,３９７円でございます。 

 なお、時効消滅といいますのは、法定納期限の翌日から起算して５年間経過するこ

とによって時効により消滅いたします。 

 それから、３年経過したときというのが、例えば財産がない、生活困窮、生活保護、

収入がないということで納付は不可能であるということが判断される場合が当たりま

す。 
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 それから、即時消滅ですが、本人死亡、あるいは相続が発生しますが、相続放棄な

り、あるいは相続人がいないということで、そういう場合には即時に消滅すると、そ

ういったことが原因となって不納欠損ということになります。 

○委員長（岡田 勇君） 

 診療所事務長。 

○診療所事務長（久保順一君） 

 小西委員の質問にお答えいたします。 

 診療所につきましては、一部負担金の未収金ということでございます。これにつき

ましては、発生しましたのは今から３年１１カ月以上ということで、４年ぐらい経過

しております。 

 これにつきましては、私債権と公債権がありまして、診療所の一部負担金に関しま

しては私債権ということでございます。これにつきまして、当初いろいろ調べました

結果、平成１７年１１月２０日に最高裁判例に基づきまして、公債費ではなく私債権

につきましては３年の時効ということがのぼりました。そういう消滅の３年というこ

とで、私債権につきまして一部負担金を不納欠損をしたわけでございます。これにつ

きましては、時効の援用ということを利用させていただきまして、本年度、不納欠損

といたしました。 

 以上です。 

○委員長（岡田 勇君） 

 １０番、小西委員。 

○１０番（小西 啓君） 

 委員長にあと何ぼするねんと合図されておりますので、あと三つぐらいさせていた

だきますけれど、不納欠損するということは法的に不納欠損しなければならないとい

うのはわかります。不納欠損をするには、それまでほっといて、徴収しなければなら

ないのに徴収してないから、死亡されたとか、そして、いらっしゃるのに行かないで



― 85 ― 

行方不明になって徴収できなくなったとか、そういうことであって、そして行方不明

者になって不納欠損しないとだめだということになってきたら、やはり徴収する側が

悪いんじゃないですか。不納欠損というのは余り軽々しくするもんじゃありませんか

ら、それはわかってもらえますよね。 

 今ここで余り座って言ってもらったら、またこれは一回分に入りますから、それは

もう言わないですけれど、してもいい不納欠損と、しても悪い不納欠損があるんです

から、その辺よく考えて不納欠損をしてくださいね。してはだめだということを言っ

ているんじゃないですからね。よろしいですね。 

 では、そしたら次に、１７ページの財源確保と事業の執行というのがありますでし

ょう。その中で悪質滞納者に対してはと書いてありますね。住宅の明け渡し、給水停

止、給水制限等法令に基づきと書いてありますね。これは今まで「やります」「やり

ます」と言っていてやってことがありませんよね。その悪質滞納者というのはいらっ

しゃるんですか、いないんですか。 

 担当の課長、順番にまたこれも言ってください。 

○委員長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 うちは１名おられましたので、９月いっぱいで出てもらうという話がつきました。 

○委員長（岡田 勇君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 

 福祉課介護保険につきましては、滞納がありましたら、一定の法的なペナルティー

がかかるようになっております。過去にもそのペナルティーをかけさせていただいた

という事例はございます。 

○委員長（岡田 勇君） 
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 １０番、小西委員。 

○１０番（小西 啓君） 

 馬場課長に聞きますけど、悪質な方がいらっしゃって、そして、うちは出ていって

もらうとか、それは家賃収入のことだと思います。それでもよろしい。やはり悪質だ

ったら、条例に基づきやってもらわなだめなんですけれど、ほかに１００万円とか１

５０万円とか１００万円単位で滞納されている方も何人かいらっしゃるんでしょう。

それは委員会でも発表していただきましたよね。その人たちは悪質じゃないんですか。

滞納は１,０００円滞納しても滞納ですよ。１０万円滞納しても滞納ですよね。１０

０万円単位で滞納しても滞納ですよね。その辺悪質じゃないというときの根拠は何で

されているんですかね。 

 そして、次に、もう一つ、６番の基金の管理というのがありますね。これは一最後

に弁護士を介して速やかに処理されたいとかありますけれど、やはり暮らしの資金と

かいろんなことがありますけれど、ない方からもらいに行ってこいと言っているんじ

ゃないんですよ。でも、どうしたらええかということは、うちに顧問弁護士がついて

おられるんでしょう。それに相談されているんですか。弁護士に弁護費用払っている

んでしょう。弁護士はどういうような意見してくれているんですか。その辺のことを

二つまとめて一緒に一つとして答えてください。 

○委員長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 料金の滞納につきましては、１００万円を超えている方が数名おれます。その方に

ついて、悪質じゃない、悪質かという話になりますけども、一応、現建設事業課の判

断としましては、幾ばくかの料金を確実に入れてもらっておるという方については、

悪質とは認めておりません。 

 ただ、全然入れてない方につきましては、悪質という扱いをさせていただいている
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ような格好になっております。 

 あと、弁護士につきましては、今、数件、相談中で、これも弁護士の判断によりま

して、今後どうなるかというのは、また法的な措置もとっていく覚悟で動いておりま

す。 

○委員長（岡田 勇君） 

 １０番、小西委員。 

○１０番（小西 啓君） 

 １００万円単位でいらっしゃいますけど、少しずつ払っていただいていると。１０

０万円といったら相当な長い年月がかかってしかそんな金額にならないですよね。今

までどうしてそんなにほっといたんですかね。 

 これは次の質問の後で、馬場課長、自分のときからで１００万円もたまった人は誰

もいらっしゃらないわ。前の課長から引き継いでいると思いますわ。課長になったか

らこういうようなことを聞くんですから、あなたを責めているんじゃないですからね、

担当の課長として聞いているんですから、その辺、誤解しないでくださいよ。恨むん

だったら前の課長を恨んでください。前任、その前の前任前任の、２代、３代前の課

長を恨んでくださいね、しなかったこと。仕事をしてないですから、はっきり言って。

あなたに引き継いで、あなたのところに１００万円単位の徴収の金額が残っていると

いうこと自体がおかしい。また、聞かなかった私たち議員も悪いんですから、お互い

さまですよね、お互いていったら悪いですけれど。そういうことですので、これは後

でまたもう一度答えてもらいますから。 

 次に、終わりには町長に答えていただくんですけれど、町長、中ほどに行政改革等

による歳出削減とか書いてございますけれど、今、和束町、行財政改革とかいろんな

ことをやっておりますか。行政改革をしないとだめだ、だめだ、だめだと言ったとき

は、議会のほうも議員の定数を削減したり、非常に議員の皆さんに無理を言って１０

人まで削減して、行財政改革をやらないとだめだと言って、そのときは町長も行財政
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改革に取り組んでおられて、議会ともどもやっておりましたけど、このごろ行財政改

革とか、そういうような言葉も死語になってしまったんですかね。こういうようなこ

とをやっておるんですけど、議員さん、こういうようなことを知っておられないです

ね、やはり不勉強ですねとか、こういうようなことを一言かけてもらいたいんですけ

ど、その辺、どうですか。 

○委員長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 ただいまの質問の中で答弁をまとめさせていただくならば、３点の方向でまとめさ

せていただきたいと思います。 

 一つはですね、ここにも決算を上げておりますが、和束町のまちづくりというのは

非常に大きく変化してきてますね、少子高齢化、人口が減ってきている。こういった

ものに対応していかなきゃならない。そういうことで、これはひとつそれぞれの事業

の中に計画性をきちっといれて、そしてやっていこう、そういう一つの取り組みをし

ております。だから、何々についての何年間の戦略やないか。計画を立てて、今まで

したら、予算を立てて申請して、そして事業着手。補正予算とか当初予算とかでお願

いしておったわけなんですが、今はそうやなしに、それに行くまでにきちっとした計

画を立てて着手すると、これが一つの大きな特徴であると思います。 

 それと、もう１点は、ご案内のように、組織の財政改革というものがありますね。

これは私どもは、私もなった当初から非常に厳しかったですね。いわゆる定数のご案

内のとおり見ていただいたらわかりますが、和束町の定数は１２０数名出ておりまし

た。今、８０名ぐらいまで勤めておると。組織そのものの体制というのは、５０の減

してまいりました。 

 こういうことの中で、行政需要にどう応えていくか。やっぱり減るだけで、そのま

ま仕事が対応できるかというのはなかなか難しい問題だと。行政の内容も変わってき
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ていますから、それはどういうことかといいましたら、ご案内のとおり、広域連携と

か広域化とか、そういう町ではいかない体制をとってきているわけなんですね。これ

は２点目であります。 

 三つ目であります。これが非常に難しいですね。いわゆるこれは皆さんもご存じの

ように地方創生、いろんな形の中でまちづくりが進んでいますから、うちはできない

からいっぷくしてますというわけにいかない。やっぱり新しい国・府に連動して対応

し、その中で物事をきちっと対応していくという時代に合った対応の仕方が非常に今

も難しいわけです。そのときそのときの体制をどうしていこうか。そのためにも私た

ち行政に携わる者は、まちづくりに対しての意識改革もしていかなきゃならない。  

 それと、これはうちの構造の行政の計画にも上がっておりますように、行政だけで

はまちづくりは進まない。これは第４次総合計画の大きな柱なんですが、住民と協働

してまちづくりを進めていこうと、そういうことで、住民と一体となったまちづくり、

よそでよく言われるんですが、和束町にはプレイヤーが多いねと、こういうふうに言

うていただいておるんですが、このプレイヤーと言われている方たち、行政とがどう

タイアップしながらまちづくりと、これも新しい感覚である推進体制だと思います。

こうしたこと取り入れながら一つ一つ前進しているわけであります。これが完璧だと

私は思っておりません。さらに新しい対応、まだまだ国・府にもいろいろと戦略いう

んですか、新しい改革がされてきているわけですから、そうした内容にどう対応して

いくか、こういったことも大きな課題だろうと思っております。 

 今、ご質問がありましたように、最初の滞納の中でありましたように、これも意識

にかかわる問題であるわけなんです。やっぱり住民とコミュニティを深めながら、住

民と協働したまちづくりの推進というのは、また大きな課題だと思っておりますので

この３点についてこれからも一層進めてまいりたい。また、内容の充実に努めてまい

りたいと思っておりますので、ひとつご指導とご協力をよろしくお願いして、答弁と

させていただきます。 
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○委員長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 先ほどのご質問ですけども、一応、建設課としての取り組みとしては、今後も続け

ていく計画で進んでおります。 

 いろんな意味で、どのような形に時勢が動いていくかわかりませんけども、それに

合わせた中で、できるだけ理解を得ながら、できるだけ早期に完了していきたいと思

っております。 

 それと、先ほど不納欠損の話もありましたけども、うちの場合につきましては、不

納欠損等については、今のところ、徴収できるところは徴収させていただいて、その

形で家族のほうにもお話をしていくというようなご理解を得ていきたいというような

思いをしておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 それと、経年たまり続けたものは事実でございます。ここ数年に急に降ったもので

もございません。ただ、大体１０年ぐらいの間に何かの事情で滞納をされたというよ

うな経過もございますので、そちらについてはどういう事情があったのかは、個人的

なこともございますので余り入らずして、今後きっちりと整理をしていただけるよう

な話を進めていきたいと思っておりますので、ご理解のほうをお願いいたします。  

○委員長（岡田 勇君） 

 ただいまから４時まで休憩します。 

休憩（午後３時５２分～午後４時００分） 

○委員長（岡田 勇君） 

 休憩前に引き続き会議を開き、質疑を続けます。 

 ８番、岡本委員。 

○８番（岡本正意君） 

 それでは、よろしくお願いしたいと思いますが、まず、決算書にはないんですけど
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も、全体として、この３０年度の取り組みの結果として、いわゆる人口の動態という

のがあると思うんですけども、この３０年度につきましては、先日、税住民課に確認

したところなんですけども、出生が１５人で死亡が６３人、自然減が４８人というこ

とです。転入が６８人で転出が１０９人ということで、社会減として４１人というこ

とで、合わせますと８９人の減というふうに聞いております。 

 今回の平成３０年度１年間通じての人口の動態について、担当課としてどのように

分析というか、受けとめられているか。 

 特に、転入と転出をされるにはいろいろ理由があると思いますけども、その辺の理

由というのはどのように分析されているのかお聞きしておきたいと思います。  

○委員長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 はい、お答えいたします。 

 今、持っている数字として、２６年度以降どんな増減があったのかなということで

見ております。手元に資料がございます。２６年度では１０１名の減、それ以降、１

２０名、８０名、１０４名、３０年度の８９名という減で、平均すると大体、年１０

０人前後減ってきているというふうに考えております。そういう意味で、３０年度の

８９名は、減としては若干少ないのかなということは思います。その中でも、かなり

大きいマイナスとなっている要因はほぼ転出と見ていいのかなというふうに考えてお

ります。 

 ２９年度から転出の手続に来られた際にアンケートをとっておりまして、どういう

理由で転出されるのかということでアンケートをとっております。３０年度を見てみ

ますと、件数なり人数は届け出時でされておるので、実際の何時続けの移動というの

とは違ってくるので、数字としては合わないということでまずお伝えしておきたいん

ですが、アンケートをとらせていただいて、３０年度中に転出の手続をされた件数と
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しては８７件で１０５名になるんです。そのうち回答をいただいたのは６３人という

ことで、約６割の方から回答をいただいております。 

 内訳として、２４人の方が結婚、それから９名が就職、進学・通学で４名、その他

ということで２６名。その他というのは、中身はいろいろあるかと思うんですが、詳

細については、今、把握しておりません。 

 ただ、これだけではなかなかわからないかなということで、今年度からアンケート

を充実させまして、転出の理由なり、それからなぜ転出を選んだのか。転出しなくて

も済むのではないか。就職なり通学なりでしたら転出しなくても済むのではないかと

いうことで、なぜ転出を選んだのかということもアンケートに加えて実施しておりま

す。あとは年齢構成なり性別、それから転出先ということでアンケートをとっており

ます。まだ、実施して５カ月ぐらいですので、全体として、統計的な数字としてこれ

が有効なのかどうかはわからないんですけれども、アンケートをとらせてもらった結

果、４月から８月までの過去５カ月としては、結婚、就職、進学・通学というのがほ

ぼ同数同一でございます。 

 なぜ、転出を選択したのかということについては、通勤・通学等に不便であるとい

うのが８割の方でございました。 

 あと、年齢構成としては２０代から４０代が多くて、６割以上７割近くいらっしゃ

います。性別としては男女ほぼ同数でございます。 

 転出先としては、４分の１弱が木津川市、あるいは奈良市が多うございます。 

 以上のことから、若い世代２０代、３０代の方が近隣の木津川市なり奈良市のほう

に転出されていると。理由としては、不便であるということで転出されているという

のが、過去５カ月のアンケートの結果からは見えてくるのかなというふうに考えてお

ります。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ８番、岡本委員。 
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○８番（岡本正意君） 

 以前、そういったことをしてはどうかということで指摘をしたことを受けとめてい

ただいて、そういったことをしていただけるのは大変重要な資料といいますか、デー

タになるというふうに思うんですけども、そういったことはぜひ議会のほうとかにも

ですね、せっかくやっておられるわけですから、そういう質問項目であるとか、また

今のような傾向であるとかいうのは、ぜひ資料として公表いただいて、また、こちら

の政策の知恵にさせていただきたいと思いますので、そこはまた個別にお願いしたい

と思うんですが、それでですね、なぜ町外に転出するのかということも、今、言われ

た不便であるということが一つの理由になっているということが明らかになっている

ということは大変大事なことだというふうに思うんですね。 

 同時に、あとは転入という部分でも、その中でも６８人の方が転入されているとい

う意味では、もちろん全て移住とか、そういうことではないと思うんですけども、も

ちろん帰ってこられたとかいうのはあると思うんですけども、そういったことも含め

て、どう定住人口をふやしていくかという部分での分析していく、その中でできるこ

とをやっていくということが大変大事だと思いますので、そこはぜひよく生かしてい

ただきたいというふうに思いますので、データはぜひ公表いただきたいというふうに

思います。 

 それで、次にですね、さっき意見書の関係でいろいろ出されておりましたけれども、

ただ、私は１点だけきょうはお聞きしておきたいんですが、意見書の１７ページにア

グリビジネスの株式会社の株式１８０万円の会社の実態がなく、資産価値が疑わしい

ので、取り扱いについては検討する必要があるという指摘がことしもあるんですね。

多分、去年もその前もずっと同じような指摘で残されてきていると思うんですけども、

一応、そのときそのとき聞きますと、検討していきたいということだったと思うんで

すけども、実際、平成３０年度の１年間でこの資産価値が疑わしいというふうに判断

している株式についてどのように取り扱おうというふうに検討されてきたのか説明い
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ただきたいと思います。 

○委員長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えいたします。 

 この株式会社の株の保有の件でございますけども、一つは、この会社がつぶれてい

るとか、つぶれる前に決算を打てないと登記のほうはなかなか認めない。だから、今

のところは休眠みたいな形になっているだろうと、これは推定です。去年にもそうい

うことをいただいておるときに、早いことつかんでみようということでやっておった

んですが、なかなかその域から出なかった。今回はもう少しこれを具体的に弁護士と

相談して対応しようということで、今、考えております。 

 そういう意味でいいますのは、法人が抹消されておれば、先ほどから出ておりまし

たように、いわゆる時効の成立の条件になってまいります。休眠の場合はどうなのか

というところだけは弁護士と相談して対応していきたいと、このように思っておりま

す。 

 実際、休眠か、なくなったかというのは、この法人というのは全て決算を打たない

といけませんが、この決算を打って処理していくわけなんです。決算を打って倒産す

る場合もあります。何も決算も何も手続しないとほっておるという形態で残っておる

と、そういうことであろうかと思います。このことをこの面上に指摘もいただきまし

たので、顧問弁護士を持っておりますので、弁護士と十分相談しながらやっていきた

いと、このようにご理解いただきたい。慎重にやってきたという経過がここに残って

おるというようにご理解いただいたらありがたいなと思っておりますので、よろしく

お願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ８番、岡本委員。 
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○８番（岡本正意君） 

 慎重に取り扱った結果というふうに言われますけども、ただ、やはり監査の意見書

として数年にわたって繰り返し資産価値が疑わしいというものはちゃんと検討する必

要があるというふうに指摘されておきながら、実際にどうすればそういったものの総

括というのができるのかというのは多分ご存じだと思うんですよね。どういう状況に

なればこれが解消するというふうにわかっているんであれば、１年も２年も３年もほ

ったらかしになっている。今の答弁でも、ほったらかしなのか検討されているのかよ

くわかりませんけど、例えば、来年の決算のときにまた同じようなことでなっていた

ら、やはり何もしてなかったということになりますので、そういうことがないように、

資産価値が疑わしいと言われているんですよ。そういったものがなぜずっと放置され

ているのかという点では、次の年度までに一定やはり決着をつけるということでよろ

しいですか。 

○委員長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 これを受けまして、弁護士と相談して対処するようにと指示いたしております。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ８番、岡本委員。 

○８番（岡本正意君） 

 よろしくお願いしたいと思います。 

 次に、一般会計の９４ページの文書広報費の関係で、茶源郷行政情報配信システム

の関係です。いわゆる光ボックスというふうに言われている部分なんですけども、こ

れが導入されましてかなり経過してくるわけなんですが、平成３０年度の光ボックス

の設置状況というのはどのように変化したのか、その辺はいかがですか。 

○委員長（岡田 勇君） 
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 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 平成２９年度末の設置台数でございますが、４６５台、平成３１年３月時点の設置

台数は４７１台ということで、３０年度にふえた台数につきましては、６台というふ

うになっております。 

 以前、委員会のほうで答弁をさせていただきましたが、やはりこの光ボックスの関

係が住民の方はなかなか使いこなせていないのではないかというご指摘もいただきま

したので、令和元年度につきましては、利用者向けに一度アンケート調査をしたいと

いうふうに考えております。 

 以上です。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ８番、岡本委員。 

○８番（岡本正意君） 

 当初、光ボックス、いわゆる光回線が和束町に入ったときに、同時に、ＮＴＴとの

提携の中で、当初はいわゆる高齢者もふえてくる中で、一定、見守り機能であるとか、

いろんな意味での光回線を活用した暮らしを支える機器として、また、それから今、

議会なんかも中継されるようになりましたけど、有線放送がなくなった後の情報伝達

という部分で活用したいということで導入をされたんですけども、当初から、まず５

００台というのを目標に取り組んでこられたんですけども、なかなか５００台という

のか超えられないという状況が３０年度もあったと思うんです。６台プラスというこ

とは２カ月に１台ぐらいしかふえなかったということだと思うんですね。そういう点

では、当初の狙いという部分からも十分役割を果たせてないんじゃないかと思うんで

す。 

 今、利用者アンケート云々ということで、なかなか使いにくいとか、持っていても
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見てないとかいう状況が後半にあるんじゃないかということで、そこはアンケートを

されるということであれば、ぜひやっていただきたいとは思うんですけども、同時に、

前にも指摘したかもしれませんけれども、この光ボックスの機器自身が大変バージョ

ンが古いでしょう。実際、今の議会中継なども録画のほうの関係で見ようと思ったと

きに大変苦労して見ないといけないと。早送りできないということもあって、要は、

見たいところをピンポイントで見れない。ずっと見てないとたどり着かないというよ

うなことがありまして、そういう意味でもなかなか使いにくい。 

 あと、この間、何度か議会中継の関係でも支障があって、十分が録画がとれないと

かいうようなことも聞いておりますし、そういった意味でも、情報伝達の機器として

も役割が十分果たせてないという状況が見えていると思うんですよね。 

 そういう点で、ここ数年なかなか普及が進んでないという状況の中なんで、またア

ンケートの結果も含めて対応すべきだと思いますけども、そのバージョンをもうちょ

っとちゃんといいものにアップしていくということをしていかないと、幾らアンケー

トをとって、使いづらいですということがわかったとしても、バージョンアップして

いって、もっと使いやすいような仕組みにしていかないと、結局、ずっと使いづらい

ままなんです。そういう意味では、そこの実態把握はもちろんですけども、機器自身

の更新というか、そういったものも今後必要じゃないかと思うんですけども、その辺

どうですか。 

○委員長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 まず、茶源郷情報配信システムの動向でございますが、やはり和束町が第１期とい

うことで導入をさせていただきました。初期型については、現在もう生産をされてな

いということをＮＴＴのほうから聞いております。 
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 しかしながら、今の新しいバージョンの機械ですね、これについても全国的に広ま

っていないというところで、やはり１台当たりの単価が相当高くなります。機器更新

をするとなれば、現在、約５００台の中でも相当数投資をしなければならないという

ことで検討させていただきたいと。やはり何千万円というお金を一遍に出すことはで

きませんので、現在の初期型のシステムになりますが、それを見ていただきたいとい

うふうに考えております。 

 なお、議会中継のシステムの機器の故障の関係でございますが、実はこの９月にも

発生をしたわけなんですけども、それについては対応させていただきました。今後、

一定の費用、年間約１００万円ほどかかるんですけども、住民の方にこの議会中継も

生中継を録画できるように努力をさせていただきたいというふうに考えておりますの

で、ご理解をお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ８番、岡本委員。 

○８番（岡本正意君） 

 いわゆるバージョンアップするにしても投資しないかんということで、今現在の部

分をどう有効活用できるかということだと思うんですけども、ただ、やはり今以上に

どうやれば使いやすくなるという意味では、機器自身のそういうシステムになってい

るわけですから、なかなか難しいんじゃないかと思うんですが、アンケートもとられ

るということなので、できるだけ普及できるように引き続き努力いただきたいという

ふうに思います。 

 次に、１８２ページの災害対策費の関係で地域防災計画の見直しの業務委託料とし

て５７２万４,０００円というのが決算として上がっておるんですけども、この地域

防災計画自身は昨年も大阪の地震であるとか、また台風２１号などの襲来による停電

であるとか、今現在としては千葉県などで起こっているような、いまだに停電が続い

ておりますけども、そういう災害が大変頻発しております。そういう中で、地域の防
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災計画をよりレベルアップしたものにしていくということは大変大事な作業だったわ

けですけども、今回、３０年度の中でどのような改定が行われたのか、その辺の主な

内容について説明いただきたいと思います。 

○委員長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 岡本委員からありましたように、私ども和束町地域防災計画をつくらせていただき

まして約５年経過しております。実際、平成２７年５月改定ということで、前回の部

分、お示しさせていただいておりますが、今回、国の主な動向ということで、一番大

きなのが広島の土砂災害、そして鬼怒川の洪水被害、熊本地震、九州北部豪雨という

ことで、この間、国の防災計画についても見直しをされておりました。 

 また、やはり防災に関する指針、ガイドラインの策定・改定等が行われたことによ

り、和束町におきましても修正をさせていただいたところでございます。 

 今回、京都府地域防災計画、平成３０年６月に修正されましたもの、また、内閣府

のデータをもとにした京都府の被害想定、そして、和束町の組織機構の改編、また和

束町の社会情勢の変化並びに防災対策の変更等に基づきまして修正をいたしておりま

す。 

 １点目といたしまして、新たに改正された法律等の整合、そして京都府地域防災計

画との整合、そして、和束町の事務文書等の整合、庁内各課、防災関係機関、防災会

議の意見を反映するということで、今回修正をさせていただいております。 

 なお、やはり大規模災害の教訓等の反映もしないといけないということで、今回の

計画では、新たに原子力対策の計画について追加をさせていただいております。  

 以上が、主な内容でございます。以上です。 

○委員長（岡田 勇君） 
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 ８番、岡本委員。 

○８番（岡本正意君） 

 もちろん、あと熊本地震等で車内での避難とか、そういったものが問題になりまし

たけども、そういったことも含めて変えていただいたんではないかと思うんですが、

あと、避難所の環境整備あるとかいうのもあると思うんですが、それで、この地域防

災計画の改定に当たりまして、やはり住民の方に関心を持っていただくということも

含めまして、どういうような内容への回答が必要なのかということも含めて、案が出

たときに意見を聞くという作業というのは私は必要だと思うんですけども、その辺は

今回の改定ではされたんでしょうか。いわゆるパブリックコメントのようなものです

ね。 

○委員長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 京都府の防災計画もそうでございますが、やはり先ほど言いましたように、防災会

議委員の意見を特に反映をさせる。庁内各課、防災関係機関、防災会議委員の意見を

反映させるということで、京都府と同様、パブリックコメントの実施についてはして

おりません。 

 以上です。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ８番、岡本委員。 

○８番（岡本正意君） 

 ほかの市町のどこも、多分、改定作業はしていると思うんですけども、やっておら

れますよ、意見募集というのはね。もちろんどれだけやったからといって意見が出る

のかということはあるにしましても、防災計画そのものは住民の安全安心というもの
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が一番肝にあるわけですから、住民地震がそれについてどういうふうに意見を持つの

かということが大変大事だと思います。そういう点では、意見募集されなかったとい

うのは、やはり取り組みとしては不十分だったんではないかというふうに思います。

今後、ぜひ取り入れていただきたいというふうに思います。 

 それから、昨年の平成３０年度の中での実際の災害対応という意味では、特に一番

印象的だったのが、台風２１号だったと思うんですけども、長時間停電したというこ

とだったんですね。今、千葉のほうでは週レベルで停電がずっと続いていますけども、

そこまではいかなかったにしても、たしか昼ごろから夜９時か１０時、地域によって

違ったかもしれませんけども、一定、長時間停電があったと思います。 

 そこで、建設事業課にお聞きしておきたいんですけど、当時、議会の中でも一定議

論になったことは覚えているんですけども、今回の千葉の問題でも、停電によって給

水が困難になっているという、吸い上げできないというようなことで、水が行かない

ということがかなり大きい問題になっておりますけども、和束町として一定そういう

長時間の停電が発生したという状況の中で、上下水道の給排水機能という部分での支

障というのはなかったんでしょうか。 

○委員長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 数値的にはなかなか申しにくいところはございます。ただ、１００年の停電を経験

した中で、和束町の水道に関しましては約６時間から８時間停電が、水の使用の多い

時間帯ですので、使用の多い時間帯に６時間から８時間の停電が発生した段では、断

水は免れるという状況です。 

 ただ、１０時間を超えますと難しい状況が発生してくるというのは現実としてあろ

うかと思っております。 
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 具体的に言いますと、湯船の取水、それから浄水場につきましては発動発電機が置

いてありますので、十分、水をつくることは可能です。 

 ただ、燃料タンクの大きさがありますので、約８時間ぐらいが限界というのが現実

です。そこから各配水池に向かって水を送ることについては自然流下ですので、ほぼ

問題ございません。 

 ただ、問題となってくるのは、西和束地区、それから原山の一部、それから木屋、

撰原、下島、この部分については、今の段階では停電が発生した場合に、配水池の容

量が小さいので、ここでは断水を発生させるおそれがございます。 

 ただ、今の統合の改良の中で、発動発電気はつけておりませんけども、そこにコネ

クターでつなぐ回路はほぼつくっております。 

 もう一つ、小杉と、それから原山の加圧にコネクターをつければ、ほぼ移動する発

電機で配水池に水を送り込めば、断水は何とか免れるという状況にはあると思います。

ただ、これも燃料の供給があったらという前提になりますので、かなり難しい点は残

します。 

 それと、もう１点、下水ですけども、下水については停電が発生しますと、６時間

から８時間でマンホールポンプがとまっておりますので、確実にあふれ出す原因を起

こします。 

 これについては、昨年の経験をもとに、実は今、リース会社と事前には、ここには

持って帰ってませんけども、浄化センターのほうに４５キロから６０キロの発電機を

１台リースをしています。前回の台風１１号のときも３日間リースをして置いており

ました。これはリース代が１回持って帰りますとかかってしまう問題、それともう１

点は、３トントラックに積んでしまいますので、それ以外に使えないという課題は今、

残しています。これについては、今後どのように対応していくかというのは検討して

いかなければならないと。 

 ただ、今、千葉県で起こっている１５号のような大規模な長期間の停電となります



― 103 ― 

と、なかなか難しい問題は解決できないという状況が現実にございます。 

○委員長（岡田 勇君） 

 ８番、岡本委員。 

○８番（岡本正意君） 

 そういう意味では、昨年の停電の経験というのは、大変いろんな問題を浮き彫りに

したというふうに思いますし、今のお話を聞きましても、今回のような千葉のような

ケースが起こった場合には、大変大きな混乱になるということが想定できるというふ

うに、ある意味、想定外ということじゃなくて、本当に想定できるというふうに思い

ますので、私は学ばないけませんけども、行政としてぜひ学んでいただきたいという

ふうに思います。 

 そういう意味では、意見だけ言っておきますと、これだけ災害等で水道などの維持

管理というものも大変大事になってきている中で、今後、京都府が今、進めているよ

うな水道の広域化とか、そういったものなんかが今、進めようとされておりますけど

も、やはりそういういろんな意味でも支障を来すんじゃないかというふうに思います

ので、そこは町として京都府にも、今度のような災害も踏まえて、ぜひ意見していた

だきたいなというふうに思います。 

 最後にもう１点、いわゆる災害の場合にいつも問題になっているというか、言われ

ていますのは避難の関係なんですけども、よく避難準備情報が出ましたのでとかいう

ことで防災無線などでも言われて、社会福祉センターをあけましたら避難してくださ

いとか、高齢者の方とか障害者の方はまず行ってくださいというような話をされます

けど、ただ、やはり一方で、住民の方からのお話なんかがありますと、そう言います

けども、じゃあ、誰がそういう人であって、どういう対応をしていけばいいのかとい

うことが伝わってないという状況の中で、実際にそういう配慮が必要な方の避難対応

というのは一体どうすればいいのかというのが、昨年のいろんな台風とか起こるたび

に話を聞いたわけなんです。 
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 今度の防災計画の中では、要配慮者の把握と避難行動要支援者名簿作成とその更新、

避難支援関係者との情報共有、いわゆる避難を支援する方が規定されおりました。そ

ういう意味では、この要配慮者の把握、それから名簿作成、具体的な避難支援者との

情報共有、そして具体的にどう避難していくのかという一定の内容というものが、個

別１人１人に今後必要になっているとは思うんですけども、ただ、これは今回だけじ

ゃなくて以前から言われていることなんですね。平成３０年度でいえば、何回も台風

も来て、そういう避難準備情報も出されたと思うんです。その際にこういった要配慮

者への避難対応というのは実際どうだったのか、もし改善すべきことがあるんであれ

ば一体何なのか、その辺はどうですか。 

○委員長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 はい、お答えいたします。 

 要配慮者の名簿につきましては、現在、福祉課のほうで掌握されていると思います。

実際、災害時になれば、それは情報を共有するということで考えております。  

 また、避難支援者という部分につきましては、各それぞれの区、また消防団、社会

福祉協議会のほうに依頼をし、また、民生・児童委員さんの皆様にご協力をいただき

ながら対応をしたいというふうに考えておりますので、ご理解をお願いいたします。 

○委員長（岡田 勇君） 

 質疑の途中ではありますが、本日の決算特別委員会はこれくらいにとどめ、延会し

たいと思います。 

 なお、次回の決算特別委員会は、明日２０日午前９時３０分より本議場で再開いた

しますので、ご参集願います。 

 本日はご苦労さまでした。 

午後 ４時３５分 延会 
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        令和 元 年 １２ 月 １２ 日 
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